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今
日
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
直
面
し
て
い
る
困
難
の
一
つ
は
、
政
党
が
深
刻
な
機
能
不
全
に
陥
り
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
そ
こ
か
ら
の

脱
出
策
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
支
え
る
メ
ガ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は
、
整
備
さ
れ
た
官
僚
機

構
、
全
国
に
鋭
敏
な
情
報
網
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
市
民
意
思
の
実
現
を
標
榜
し
て
政
治
過
程
を
馳
廻
す
る
圧
力
団

体
、
な
ど
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
政
党
は
数
多
く
の
機
構
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
し
、
政
党
が
そ
の
機
能
を
円
滑
に
遂
行
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
、
そ
の
他
の
政
治
機
構
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
政
党
が
演
じ
て

い
る
役
割
・
機
能
を
（
部
分
的
に
は
と
も
か
く
）
完
全
に
代
行
し
、
政
党
に
取
っ
て
代
わ
れ
る
機
構
は
存
在
し
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

代
議
政
治
の
運
命
は
、
今
日
で
は
、
窮
極
的
に
は
政
党
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
政
党
は
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
市
民
意
思
の
自
由
な
形
成
・
表
明
に
挺
身
す
る
任
意
結
社
と
し
て
の
顔
で
あ
り
、
「
代
議

制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
機
関
」
た
る
こ
と
に
そ
の
存
立
根
拠
を
置
い
て
い
る
。
今
一
つ
は
、
正
当
性
・
権
威
の
根
拠
を
選
挙
に
求
め
る
政
権

5正
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担
当
者
、
政
局
運
営
者
と
し
て
の
顔
で
あ
り
、
い
わ
ぽ
、
「
権
力
へ
の
手
段
」
と
し
て
の
色
彩
が
濃
密
な
顔
で
あ
る
。
政
党
が
「
権
力
へ
の

手
段
」
に
傾
斜
し
て
、
利
益
の
集
約
・
表
出
機
能
、
市
民
教
育
・
政
治
的
社
会
化
機
能
を
有
効
に
演
じ
ら
れ
な
く
な
る
と
、
代
議
政
治
は

確
実
に
行
き
詰
ま
り
、
政
治
の
世
界
は
、
大
衆
の
名
で
書
き
か
つ
語
り
な
が
ら
も
、
大
衆
と
の
接
点
を
持
と
う
と
せ
ぬ
権
力
渇
仰
者
が
俳

徊
す
る
奪
権
闘
争
の
場
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
政
党
が
過
度
の
パ
ワ
ー
・
ホ
リ
ッ
ク
に
陥
る
と
、
そ
の
病
理
を
根
絶
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
に
な
る
。
彼
ら
は
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
理
で
武
装
し
て
、
哲
学
的
情
熱
よ
り
も
科
学
的
理
性
を
強

調
し
、
技
術
政
治
の
優
位
を
説
き
な
が
ら
、
独
特
の
宇
宙
を
築
き
上
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
は
手
続
よ
り
も
結
果
を
重
視
す
る
《
効
率

の
論
理
。
窪
9
Φ
琴
団
》
が
支
配
す
る
世
界
で
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
論
理
（
清
く
、
貧
し
く
、
美
し
く
）
が
入
り
込
む
余
地
は
な

い
。
政
治
の
プ
ロ
は
、
正
当
性
、
特
に
手
続
の
公
正
さ
を
重
視
す
る
《
有
効
性
の
論
理
。
跨
①
。
江
く
。
ロ
。
ω
ω
》
を
精
神
的
信
条
と
す
る
ア
マ

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
、
そ
の
複
雑
多
岐
化
し
た
社
会
問
題
へ
の
対
処
能
力
の
欠
如
を
理
由
に
し
て
、
拒
絶
し
、
独
走
す
る
。
政
治
は
《
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
政
治
く
互
三
Φ
b
o
葺
8
ω
》
か
ら
《
見
え
ざ
る
政
治
ぎ
丘
ω
一
三
①
b
o
毎
一
。
ω
》
へ
と
変
質
す
る
。
そ
の
た
め
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
政
治

は
別
世
界
の
異
邦
人
が
繰
り
広
げ
る
判
り
難
い
出
来
事
に
な
る
。
市
民
が
既
成
の
政
治
配
列
に
不
信
感
を
持
ち
、
そ
れ
に
背
を
向
け
、
や

が
て
は
「
政
党
の
凋
落
」
を
積
極
的
に
現
出
さ
せ
た
と
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
「
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
機
関
」
に
重
心
を
置
き
、
リ
ー
ダ
ー
選
出
機
能
に
第
二
義
的
意
義
し
か
与
え
な
け
れ
ぽ
、
妥
協
と
い
う
名
の
欲
望
調
整
技
術
を
拒
絶
す

る
思
想
集
団
の
色
彩
が
濃
く
な
り
、
市
民
に
無
力
感
と
欲
求
不
満
を
残
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
、
《
見
え
る
政
治
》
は
ポ
リ
テ
ィ
カ

ル
・
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
論
理
に
一
致
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
純
度
を
身
上
と
す
る
《
拒
否
権
集
団

く
①
8
σ
q
8
ξ
》
の
行
動
枠
組
み
を
逸
脱
で
き
ぬ
限
り
、
つ
ま
り
政
権
担
当
恐
怖
症
を
克
服
で
き
ぬ
限
り
、
市
民
は
、
代
議
政
治
の
舵
を

委
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
市
民
が
政
治
に
期
待
す
る
の
は
、
相
対
立
す
る
要
求
問
の
調
整
（
紛
争
処
理
）
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
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に
は
、
論
理
の
整
合
性
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
も
、
力
と
理
念
の
正
面
衝
突
（
排
除
の
論
理
）
を
排
し
、
妥
協
と
合
意
の
拡
大
を
は
か

る
（
包
摂
の
論
理
）
果
敢
な
実
行
力
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
対
抗
権
力
と
し
て
政
権
に
肉
迫
す
る
覇
気
を
喪
失
し
た
ま
ま
、
ま
る

で
思
想
・
啓
蒙
集
団
で
あ
る
か
の
よ
う
に
行
動
す
る
政
党
は
、
市
民
に
挫
折
感
と
無
力
感
を
与
え
、
い
ず
れ
は
「
政
党
の
凋
落
」
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

　
代
議
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
互
交
流
・
合
一
を
理
論
的
支
柱
と
し
て
お
り
、

《
民
意
へ
の
対
応
閑
①
。
。
b
8
ω
ぞ
。
ロ
Φ
ω
ω
》
と
、
政
策
実
現
行
為
に
伴
な
う
《
政
治
責
任
閑
。
ω
℃
o
鵠
匹
ぴ
崔
蔓
》
を
盾
の
両
面
に
し
て
い
る
。
だ

が
、
現
実
に
は
、
両
者
は
対
抗
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
。
確
か
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
だ
け
で
は
、
変
動
を
常
態
と
す
る
時
代
の
社
会
問

題
、
政
治
課
題
の
解
決
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
傾
斜
し
て
、
安
易
に
技
術
政
治
の
優
位
を
強
調

す
れ
ぽ
、
最
終
的
に
は
、
驕
り
と
な
れ
あ
い
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
民
意
と
の
乖
離
が
決
定
的
と
な
ろ
う
。
自
己
閉
塞
化
・
特
権
化

に
陥
り
が
ち
な
永
田
町
の
行
動
・
倫
理
規
範
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
技
術
政
治
優
位
論
ほ
ど
強
力
な
援
軍
は
な
い
。

　
環
境
か
ら
の
圧
力
に
直
面
し
て
も
限
ら
れ
た
政
治
資
源
し
か
用
意
・
活
用
で
き
な
い
市
民
に
、
「
永
田
町
の
論
理
」
を
克
服
す
る
力
を

期
待
す
る
こ
と
は
、
理
念
的
に
は
と
も
か
く
、
実
際
に
は
難
し
い
。
基
本
的
に
は
、
市
民
の
論
理
を
」
永
田
町
に
投
射
し
、
市
民
一
議
会

1
政
府
の
連
続
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
政
党
に
多
く
を
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
党
こ
そ
、
市
民
と
議
会
を
、
議
会
と
内
閣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

結
ぶ
不
可
欠
の
リ
ン
ク
で
あ
る
。
議
会
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
生
命
線
と
も
称
さ
れ
て
い
る
政
党
に
、
議
会
レ
ヴ
ェ
ル
、
政
権
レ
ヴ
ェ
ル
で

期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
は
、
価
値
創
造
機
能
も
し
く
は
政
権
担
当
機
能
（
政
権
組
織
機
能
）
と
対
抗
価
値
の
表
明
・
登
録
機
能
も
し
く
は

権
力
批
判
機
能
で
あ
る
。
前
者
は
、
選
挙
、
マ
ス
・
コ
ミ
、
利
益
団
体
の
活
動
、
助
言
者
の
勧
告
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
た
《
大
衆
の
選
好

や
9
巳
碧
震
o
h
o
お
づ
8
ω
》
に
対
応
し
て
、
建
設
的
政
策
を
選
択
・
実
現
す
る
機
能
で
あ
り
、
主
に
、
議
会
内
議
席
の
過
半
数
を
制
し
て53



い
る
一
つ
ま
た
は
複
数
の
政
党
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
、
後
者
は
、
建
設
的
代
案
（
政
策
代
案
、
リ
ー
ダ
ー
代
案
）
を
積
極
的

に
国
民
に
提
示
し
て
政
権
に
肉
迫
す
る
機
能
で
あ
り
、
主
に
、
野
党
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
西
欧
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
理
論
で
は
、
す
べ
て
の
政
党
が
こ
の
二
つ
の
役
割
を
交
代
で
演
じ
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
政
党
政
治
（
特
に
一
九
五
五
年
以
後
）
は
、
政
党
間
競
合
を
前
提
と
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
世
界

で
も
類
を
見
な
い
程
、
与
野
党
の
役
割
を
固
定
化
し
て
い
る
。
こ
の
「
政
権
担
当
政
党
対
次
期
政
権
担
当
政
党
の
相
互
作
用
」
と
い

う
文
脈
の
欠
如
こ
そ
、
日
本
の
政
党
政
治
の
特
質
で
あ
り
、
永
田
町
の
論
理
を
市
民
の
論
理
か
ら
一
層
乖
離
さ
せ
て
い
る
原
因
で
も
あ

る
ρ　

▽
政
権
形
成
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
政
党
政
治
の
凋
落
」
、
「
反
政
党
の
時
代
」
も
し
く
は
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
決
定
的
再
編
。
葺
一
8
一
同
＄
出
σ
q
コ
ヨ
Φ
三
」
に
つ
い
て
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
多
く
の
国
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
な
現
象
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

説
得
力
の
あ
る
処
方
箋
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
政
党
の
凋
落
を
叫
び
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
、
政
党
に
取
っ
て
代
わ
る
権
力

（
形
成
）
の
司
祭
者
が
あ
り
そ
う
に
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
終
わ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
「
政
党
が
し
く
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
、
政
府
も
蹟
く
の
で
あ
り
」
、
「
政
府
に
お
け
る
政
党
の
要
素
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
政
府
そ
の
も
の
を
強
化
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
ス

テ
・
プ
で
あ
亀
・
要
す
る
に
・
柔
繁
機
能
強
化
以
外
に
・
「
政
党
の
凋
落
を
克
服
す
る
方
策
は
今
の
ξ
」
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
（
そ
し
て
、
政
権
運
営
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
の
官
僚
の
比
重
増
大
を
指
摘
す
る
だ
け
で
あ
る
）
。

　
R
・
ロ
ー
ズ
男
ざ
げ
9
。
導
因
。
ω
①
が
巧
妙
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
党
政
権
は
、
ポ
ス
ト
保
有
者
の
行
動
が
政
党
の
諸
制
度
か
ら
生

ま
れ
る
価
値
、
政
策
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
時
に
限
っ
て
、
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
政
党
政
治
の
生
活
が
政
府
の
政
策
に
影
響
を
与
え
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な
い
と
こ
ろ
で
は
、
新
し
い
政
党
に
よ
る
政
権
掌
握
は
新
し
い
君
主
に
よ
る
政
権
掌
握
と
比
べ
て
も
ほ
と
ん
ど
重
要
な
意
義
を
持
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
政
党
は
君
臨
し
て
は
い
て
も
統
治
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
政
党
が
政

府
に
影
響
を
与
え
る
た
め
に
は
、
つ
ま
り
、
政
党
が
政
権
を
担
当
す
る
や
碧
蔓
σ
q
o
〈
Φ
毎
ヨ
①
鼻
た
め
に
は
、
政
権
掌
握
に
先
立
っ
て
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
六
条
件
を
充
た
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
ω
　
政
党
は
政
権
掌
握
後
実
施
す
る
予
定
の
政
策
要
項
（
趣
旨
）
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
策
要
項
は
有
権
者
に
と
っ
て
は

投
票
行
動
の
指
標
と
な
り
、
政
権
担
当
政
党
の
業
績
を
評
価
す
る
判
定
基
準
と
な
る
。
内
閣
、
閣
僚
に
と
っ
て
は
努
力
目
標
、
行
動
指
針

と
な
る
。

　
②
　
政
策
要
項
に
は
（
実
現
不
可
能
で
な
い
）
目
標
達
成
手
段
・
方
法
を
明
示
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
手
段
を
明
示
し
な
い
政
策
は

国
家
統
治
の
基
盤
た
り
得
ず
、
《
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
計
画
ω
巷
霞
箆
£
。
質
覧
Ω
。
昌
三
ロ
α
q
》
、
宗
教
的
希
望
、
空
虚
な
希
望
に
な
る
可
能
性
が
あ

（
1
1
）

る
。
そ
の
よ
う
な
政
策
は
、
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、
希
望
す
る
未
来
世
界
の
単
な
る
記
述
的
描
写
に
過
ぎ
な
い
。

　
㈲
　
少
な
く
と
も
一
つ
の
政
党
が
存
在
し
、
何
ら
か
の
競
合
（
選
挙
競
合
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
）
の
後
、
政
権
担
当
の
ポ
ス
ト
に
到

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
　
政
党
が
指
名
す
る
人
物
が
当
該
体
制
内
の
最
も
重
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
る
こ
と
。
政
党
指
名
者
が
《
政
府
と
し
て
の
政
党
℃
鋼
蔓

嶋
§
頒
。
〈
①
言
日
Φ
暮
》
を
構
成
す
る
。

　
⑤
　
政
党
は
、
少
な
く
と
も
、
政
府
の
数
多
く
の
領
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
保
で
き
る
程
度
に
、
党
派
人
を
公
職
に
指
名
す
る
必
要

が
あ
る
。
公
職
す
べ
て
に
つ
い
て
党
派
的
指
名
を
す
る
必
要
は
な
い
。

　
④
　
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
た
政
党
人
は
巨
大
な
官
僚
組
織
を
コ
γ
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
に
必
要
な
技
術
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

飾
旨



い
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
同
じ
種
類
の
教
育
、
経
験
、
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
次
い
で
、
ロ
ー
ズ
は
、
政
党
が
政
権
掌
握
後
、
政
党
政
権
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
次
の
二
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ω
　
政
権
担
当
政
党
は
党
政
策
の
遂
行
に
高
い
優
先
順
位
を
与
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
⑧
　
党
政
策
は
政
府
の
行
政
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
政
策
形
成
・
実
施
は
官
僚
、
閣
僚
（
政
党
政
治
家
）
の
共
同

作
業
で
あ
る
の
で
、
対
官
僚
対
処
法
、
対
処
能
力
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
官
僚
は
気
分
屋
の
《
政
策
発
動
者
℃
o
旨
嘱
一
巳
欝
8
H
》
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

り
も
、
《
政
策
選
択
者
b
o
膏
団
ω
巴
0
9
0
H
》
型
大
臣
（
組
織
の
英
知
を
傾
注
し
て
準
備
し
た
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
「
最
も
合
理
的
な
」

解
を
選
択
し
て
く
れ
る
物
判
り
の
い
い
大
臣
）
を
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
。
合
理
的
・
継
続
的
行
政
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
官
僚
に
と
っ

て
、
政
党
政
治
家
は
撹
乱
要
因
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
豊
か
な
理
念
や
発
想
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
に
形
を
与
え
る
た
め
に
は

政
党
、
政
党
政
治
家
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
次
回
選
挙
で
の
勝
利
が
何
に
も
ま
し
て
優
先
さ
れ
る
政
党
（
政
治
家
）
に
と
っ
て
、
官
僚

は
自
由
な
《
求
票
活
動
》
を
妨
害
す
る
阻
止
要
因
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
、
権
力
の
司
祭
者
・
政
党
が
公
約
し
た
政
策
を
実
現
し
、
政
治

シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
運
営
す
る
と
い
う
意
味
で
の
《
責
任
政
治
》
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
官
僚
の
協
力
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

両
者
の
論
理
は
基
本
的
に
は
対
抗
関
係
に
あ
る
。
だ
が
、
今
日
の
政
党
政
治
は
こ
の
二
つ
の
力
（
政
党
政
治
家
、
官
僚
）
の
相
互
作
用
の

所
産
で
あ
り
、
両
者
の
共
同
作
業
が
そ
の
運
命
を
左
右
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
F
・
ソ
ー
ロ
フ
岡
轟
艮
ω
o
轟
鶏
は
現
代
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
《
政
党
体
制
O
舘
苗
お
σ
q
一
目
Φ
ω
》
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。
政
党

が
権
力
の
司
祭
者
と
し
て
政
権
を
形
成
し
政
治
シ
ス
テ
ム
を
駆
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
政
権
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
政
党
、
も
し
く
は
政

府
内
の
政
党
冨
「
q
ぎ
α
q
o
く
。
旨
§
①
三
の
性
格
を
規
定
す
る
最
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
政
党
制
と
の
関
連
で
、
政
府
権
力
の
形

成
パ
タ
ー
ン
を
類
型
化
し
て
お
き
た
い
。
政
党
制
、
つ
ま
り
政
党
政
治
が
展
開
さ
れ
る
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
治
権

一
5
6



力
の
性
格
を
条
件
づ
け
る
最
も
重
要
な
要
素
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
特
定
の
政
党
制
か
ら
は
必
然
的
に
一
定
の
パ
タ
ー
ン
の
政
府
権

力
が
生
ま
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
特
に
銘
記
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
、
二
党
制
は
、
定
義
上
、
単
独
・
過
半
数
政
権
の

培
養
器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
常
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
連
合
政
権
、
少
数

党
政
権
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
現
に
そ
の
経
験
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
二
〇
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
「
典
型
的
な
二
党
制
国

家
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
を
貼
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
「
典
型
的
な
二
党
制
国
家
」
に
「
典
型
的
な
多
党
制
の
フ
ォ
ー

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

マ
ッ
ト
」
が
一
時
的
に
出
現
し
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
大
き
な
流
動
性
と
移
ろ
い
易
さ
を
シ
ス
テ
ム
の
際
立
っ
た
特
徴
と
し
て
い
る
多
党

制
が
二
党
制
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
多
彩
な
権
力
パ
タ
ー
ン
の
母
胎
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
政
党
制
と
政
権
パ

タ
ー
ン
の
関
係
は
確
率
論
が
支
配
す
る
世
界
だ
け
で
は
な
い
。
特
定
の
パ
タ
ー
ン
の
権
力
し
か
生
ま
な
い
政
党
制
も
あ
る
。
例
え
ば
、
可

塑
性
の
小
さ
い
一
党
制
は
、
定
義
上
、
政
権
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
認
め
な
い
。

政党政治と政権パターン

2

単
独
政
権
の
パ
タ
ー
ン

　
政
権
の
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
単
独
政
権
と
連
合
政
権
に
分
類
で
き
る
。
前
者
は
、
単
一
の
政
党
を
基
礎
に
し
た
政
権
で
あ
り
、

は
、
二
つ
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
政
党
の
協
同
を
基
礎
に
し
た
政
権
で
あ
る
。

　
単
独
政
権
は
政
府
の
議
会
内
与
党
の
規
模
、
政
党
制
の
基
本
的
性
格
、
憲
法
体
系
の
指
令
に
よ
っ
て
、
A
単
独
・
独
占
型
政
権
、

独
・
過
半
数
政
権
、
C
単
独
・
少
数
党
政
権
、
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
。

．
A
単
独
・
独
占
型
政
権

後
者B

単
57



　
こ
の
政
権
形
態
は
、
単
一
の
政
権
党
が
議
会
内
議
席
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
な
い
し
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
制
し
て
い
る
場

合
の
政
権
で
あ
る
。

　
P
①
《
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
　
単
独
・
独
占
型
政
権
は
、
典
型
的
に
は
、
一
党
制
、
つ
ま
り
た
っ
た
一
つ
の
政
党
だ
け
が

現
に
存
在
し
、
ま
た
、
存
在
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
政
党
制
の
下
で
発
生
す
る
。
こ
の
種
の
政
権
は
事
実
上
も
法
律
上
も
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

《
政
党
多
元
主
義
O
母
受
壷
貫
巴
δ
8
》
な
る
も
の
を
一
切
拒
否
し
て
お
り
、
そ
の
下
で
の
政
治
市
場
は
《
非
競
合
》
を
特
徴
と
す
る
。
よ

り
正
確
に
は
、
「
市
場
の
独
占
」
と
い
う
よ
り
は
「
市
場
な
き
独
占
」
と
い
え
よ
う
。
有
権
者
に
は
「
退
出
尋
移
動
」
の
機
会
が
与
え
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
つ
ま
り
、
あ
る
政
党
へ
の
支
持
を
撤
回
し
て
も
そ
れ
を
振
り
向
け
る
対
象
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
政
治
市
場
下
の

消
費
者
に
と
っ
て
は
最
も
有
効
な
利
益
擁
護
装
置
で
あ
る
競
合
構
造
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
競
合
の
原
理
が
全
く
欠
如
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
お
り
聞
え
て
く
る
不
協
和
音
か
ら
も
容
易
に
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
権
力
を
め
ぐ
る
競
合
は
現
に
存
在
す
る

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
競
合
原
理
は
市
民
の
目
の
届
き
難
い
下
位
政
党
レ
ヴ
ェ
ル
で
旺
盛
な
生
命
力
を
持
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

《
見
え
る
政
治
》
の
水
面
は
政
権
交
代
も
な
く
穏
や
か
で
あ
る
が
、
《
見
え
ざ
る
政
治
》
の
局
面
で
は
、
宮
廷
ク
i
・
デ
タ
や
活
発
な
権
力

闘
争
が
画
策
・
展
開
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
は
、
政
変
劇
（
例
え
ば
、
リ
ー
ダ
ー
の
迅
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
神
格
化
や
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
く
ら
い
疾
急
な
偶
像
破
壊
、
路
線
解
釈
・
評
価
の
大
転
換
）
を
結
果
と
し
て
報
告
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
《
見

え
ざ
る
政
治
》
の
内
幕
や
過
程
を
因
果
関
係
要
素
を
駆
使
し
て
類
推
的
に
事
後
説
明
す
る
だ
け
で
あ
る
。
《
政
党
内
政
治
冒
霞
㌣
℃
費
昌

b
o
葺
一
。
ω
》
の
論
理
に
従
っ
て
、
下
位
政
党
単
位
間
で
展
開
さ
れ
る
政
権
交
代
は
、
よ
し
ん
ぽ
そ
れ
が
基
本
路
線
の
大
幅
修
正
を
伴
な
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
党
政
治
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
《
擬
似
政
権
交
代
》
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
に
よ
る
と
、
一
九
六
二
年
か
ら
六
八
年
ま
で
の
間
に
、
何
度
選
挙
を
し
て
も
ま
っ
た
く
同
じ
政
党
が
議
会
の
全
議
席
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政党政治と政権パターン

を
独
占
し
た
国
は
三
三
力
国
で
あ
っ
た
（
例
、
ソ
連
、
中
国
、
東
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ル
ト
ガ
ル
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
な
ど
）
。
一
般
に
、
《
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
は
、
対
抗
権
力
に
対
す
る
不
寛
容
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
大
き
な
浸
透
性
、
シ
ス
テ
ム
・
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
抑
圧
的
・
抽
出
的
な
態
度
、
政
治
資
源
に
対
す
る
圧

倒
的
支
配
権
、
を
共
通
の
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
行
使
さ
れ
る
強
制
力
の
強
度
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
感
情
移
入
度
に
は
か
な
り
の
差
異

が
あ
る
。
一
党
制
の
世
界
は
、
「
一
」
と
い
う
数
字
の
表
面
的
な
単
純
さ
と
は
対
照
的
に
際
立
っ
た
多
様
性
が
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
ソ
連
や
中
国
と
フ
ラ
ン
コ
の
ス
ペ
イ
ン
、
か
っ
て
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
や
一
九
七
四
年
ま
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
今
日
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ま
た
、
リ
ベ
リ
ア
や
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
ア
ル
バ
ニ
ア
を
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
摂
し
、
そ
こ
で
と
ど
ま
る
の
で
あ
れ
ぽ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
《
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
が
そ
の
権
力
行
使
に
際
し
て
見
せ
る
根
本
的
な
相
違
を
不
明
に
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
一
党
制
の
世
界
を
誤
解
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
つ
の
手
掛
り
が
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
の
細
分
化
作
業
に
よ
っ
て
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
ω
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
㈹
強
制
力
・
抽
出
力
・
動
員
力
、
価
対
外
部
集
団
政
策
、
㈹
下
位
集
団
の
独
立
性
、
ω
専
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
7
）

性
、
を
分
類
基
準
に
し
て
、
一
党
制
の
世
界
を
全
体
主
義
一
党
制
、
権
威
主
義
一
党
制
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
一
党
制
に
細
分
し
て
い
る

（
表
1
参
照
）
。

　
こ
の
分
類
を
基
礎
に
し
て
《
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
を
次
の
サ
ブ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
a
）
　
《
全
体
主
義
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
1
例
　
ソ
連
、
中
国
。

　
（
b
）
　
《
権
威
主
義
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
i
例
　
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
コ
の
ス
ペ
イ
ン
。

　
（
e
）
　
《
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
一
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
－
例
　
一
九
七
四
年
四
月
ま
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
リ
ベ
リ
ア
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
。
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表1一党制のタイプ

基　　　　準 全体主義一党制 権威主義一党制
ブラグマティ

bクー党制

イデオロギー 強力，全体主義的 弱く，非全体的
無関係または非
墲ﾉ弱い

強制力，抽出力，

ｮ員力
大きい 中位 小さい

対外部集団政策 破壊的 排除的 吸収的

下位集団の独立性 なし 非政治的集団に

ﾀ定
許可または寛容

専断性 無制限，予測不可能 予測可能な範囲 制限

（出典）G．サルトーリ，『現代政党学』，P．377．

　
政
権
P
①
㈲
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向
が
強
く
、
勢
力
範
囲
の
全
面
的
拡
大
、
完
全
か
つ
総

合
的
な
貫
通
・
社
会
化
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
、
下
位
集
団
の
自
律
性
を
破
壊
し
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
傾
向
が
あ
る
。
異
端
に
対
す
る
不
寛
容
と
定
期
的
な
粛
清
は
、
逆
か
ら
見
れ
ば
、
党
員
に

与
え
ら
れ
た
特
権
の
大
き
さ
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
政
権
P
①
㈲
は
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
へ
の
感
情
移
入
度
、
動
員
力
と
い
う
点
で
は
政
権
P
①
㈲
に
劣
り
、
下
位
集
団
の
自
律

性
に
対
し
て
も
、
そ
れ
が
正
当
に
対
す
る
公
然
た
る
敵
対
を
表
明
し
な
い
限
り
、
寛
容
な
態

度
を
と
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
（
下
位
集
団
に
と
っ
て
は
ダ
モ
ク
レ
ス
の
剣
の
下
で
の
自

律
）
。
全
社
会
に
浸
透
す
る
だ
け
の
力
も
、
そ
の
よ
う
な
野
望
も
持
た
な
い
統
制
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
全
体
指
向
主
義
と
い
う
よ
り
は
排
他
主
義
の
色
彩
が
強
い
。
政
権
P
①
ω
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
正
当
化
を
追
求
せ
ず
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
凝
集
性
も
小
さ
い
。
下
位
集
団

の
自
律
性
に
対
し
て
も
前
二
者
に
比
べ
れ
ば
寛
大
な
態
度
で
臨
む
可
能
性
が
あ
る
。
部
外
者

に
対
し
て
は
《
排
他
》
よ
り
も
《
包
摂
》
、
《
吸
収
》
策
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
提
示
と
そ
の
積
極
的
追
求
を
怠
っ
た
時
、
組
織
は
多
元
的
要
素

の
侵
入
に
悩
ま
さ
れ
散
漫
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
P
②
《
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
　
複
数
の
政
党
が
存
在
し
な
が

ら
も
、
事
実
上
、
政
党
多
元
主
義
（
多
党
制
）
の
基
本
原
理
が
容
認
さ
れ
て
い
な
い
シ
ス
テ

ム
で
も
単
独
・
独
占
型
政
権
が
発
生
す
る
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
制
の
概
念
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
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政
党
政
治
を
分
析
す
る
た
め
に
J
・
ウ
・
ア
ト
ル
言
言
壽
弩
が
案
出
瞼
～
P
－
E
．
バ
・
ク
宰
－
国
二
臣
難
や
G
．
サ
ル

ト
ー
リ
が
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
制
と
は
、
一
党
以
外
の
政
党
も
存
在
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る

が
、
あ
く
ま
で
も
第
二
次
的
な
政
党
、
認
可
さ
れ
た
政
党
、
衛
星
政
党
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の

タ
イ
プ
の
シ
ス
テ
ム
で
発
生
す
る
政
権
は
、
自
ら
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
挑
戦
し
た
り
、
平
等
の
基
盤
で
競
合
し
た
り
、
そ
の
地
位
を
脅
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

そ
う
と
し
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
、
他
の
政
党
の
存
在
を
認
可
す
る
の
で
あ
る
。
権
力
の
正
当
性
を
強
化
す
る
手
段
と
し
て
複
数
政
党

制
は
採
用
し
て
い
る
が
政
治
的
競
合
の
実
質
は
充
た
そ
う
と
は
し
な
い
。
つ
ま
り
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
の
軌
道
を
忠
実
に
回
る
衛
星
政
党

は
、
対
抗
権
力
、
い
や
純
正
野
党
に
成
長
す
る
野
望
す
ら
持
ち
得
な
い
の
で
あ
る
。
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で
の
競
合
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い

擬
似
競
合
で
し
か
な
い
。
政
権
党
は
政
権
交
代
の
恐
怖
に
怯
え
る
こ
と
な
く
、
《
擬
似
政
党
市
場
》
を
活
用
し
て
、
情
報
の
収
集
と
不
満

の
吸
収
を
は
か
り
、
権
力
基
盤
を
安
定
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
：
ン
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
～
の
比
重
と
権
力
の
抽
出
力
・

抑
圧
力
を
基
準
に
し
て
次
の
サ
ブ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で
き
る
。

」
、
（
a
）
　
《
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
指
向
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
一
例
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
。

　
（
b
）
　
《
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
指
向
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
下
下
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
！
例
　
メ
キ
シ
コ
。

　
政
権
P
②
㈲
の
代
表
例
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
〈
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
勺
。
δ
冨
岱
Φ
α
昌
o
o
N
o
嵩
℃
薫
習
僧
閑
。
げ
。
言
8
N
㌣

℃
N
勺
図
〉
（
一
九
四
八
年
＝
一
月
忙
、
〈
ポ
ー
ラ
ン
ド
労
働
者
党
男
9
ω
冨
b
二
野
㌶
閑
。
げ
。
け
巳
o
N
㌣
℃
勺
淘
〉
と
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
党
勺
。
『
冨

℃
霞
菖
帥
ω
o
ユ
注
ω
貯
ω
N
ロ
9
1
勺
℃
ω
〉
が
合
同
し
て
誕
生
）
が
国
民
統
一
戦
線
聞
δ
鼻
衝
q
昌
ひ
ω
9
Z
碧
。
住
〒
閃
臼
Z
を
通
じ
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

政
覚
と
し
て
の
権
威
を
行
使
し
て
い
る
（
党
員
数
二
一
二
〇
万
）
。
国
民
統
一
戦
線
は
選
挙
に
際
し
て
候
補
者
の
選
出
を
行
な
う
が
、
こ
こ

に
は
二
つ
の
非
共
産
主
義
政
党
、
つ
ま
り
〈
統
一
農
民
党
N
」
Φ
号
o
o
N
o
旨
Φ
ω
需
。
安
田
9
≦
o
ピ
巳
。
≦
雫
N
ω
冒
〉
と
く
民
主
党
ω
茸
。
旨
巳
。
・
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一
ミ
o
U
O
ヨ
。
閃
山
下
o
N
昌
Φ
1
ω
∪
〉
も
包
摂
さ
れ
て
い
る
。
統
一
農
民
党
は
、
〈
農
民
党
ω
茸
。
コ
巳
9
ミ
。
ピ
巳
。
≦
Φ
－
ω
い
〉
と
く
ポ
ー
ラ
ン
ド

農
民
党
勺
。
一
ω
冨
ω
霞
8
巳
9
≦
o
ピ
ニ
α
o
≦
Φ
も
ω
ピ
〉
が
合
同
し
て
一
九
四
九
年
に
結
党
さ
れ
た
農
民
政
党
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一

労
働
者
党
の
指
導
の
下
で
労
一
戸
提
携
を
確
立
し
社
会
主
義
建
設
に
遭
進
ず
る
こ
と
を
そ
の
活
動
原
理
に
し
て
い
る
（
一
九
七
三
年
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

在
、
党
員
数
四
二
万
三
〇
〇
〇
）
。
民
主
党
は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
圧
倒
的
多
数
を
専
門
職
、
知
．
識
人
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
か
ら
補
充

し
て
い
る
非
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
で
あ
る
（
一
九
七
三
年
現
在
、
党
員
数
九
万
一
〇
〇
〇
）
。
こ
の
他
に
も
、
公
式
に
は
政
党
と
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
議
会
に
代
表
を
送
り
、
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
グ
系
政
治
団
体
が
三
つ
あ
る
一
〈
勺
鋤
×
〉
、
〈
キ
リ

ス
ト
教
社
会
協
会
〉
、
〈
N
Z
》
国
〉
。

　
立
法
部
選
挙
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
が
有
効
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
国
民
統
一
戦
線
が
候
補
者
を
選
出
し
、
単
一
リ

ス
ト
を
作
成
し
て
国
民
に
提
示
す
る
。
さ
ら
に
、
政
党
間
協
同
を
促
進
す
る
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
恒
常
的
な
政
党
間
（
協
議
・
）
諮
問

機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
政
党
調
整
委
員
会
図
。
目
搾
。
け
閑
o
o
巳
網
轟
。
閃
甘
気
℃
餌
喉
葺
剛
呂
蔓
。
§
饗
げ
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
保
全
装
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
政
治
権
力
は
一
院
制
の
議
会
ω
①
一
ヨ
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
議
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
内
閣
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
要
ポ
ス

ト
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
の
政
治
局
員
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
。
統
一
農
民
党
、
民
主
党
、
カ
ト

リ
ッ
ク
系
政
治
団
体
も
全
レ
ヴ
ェ
ル
で
政
治
的
ポ
ス
ト
・
行
政
的
ポ
ス
ト
を
分
有
し
て
お
り
、
世
論
を
も
分
け
合
っ
て
い
る
が
、
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
政
党
の
地
位
を
脅
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
権
交
代
な
ど
到
底
望
み
え
な
い
し
、
政
党
間
競
合
の
前
提
そ
の
も
の
も
認
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

い
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
六
年
選
挙
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
一
労
働
者
党
は
議
員
定
数
四
六
〇
の
う
ち
二
五
五
議
席
獲
得
し
た
（
議
席
占
有
率
五
五
・
五
パ
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ー
セ
ン
ト
）
。
衛
星
政
党
に
二
〇
五
も
の
議
席
（
統
一
農
民
党
一
一
七
、
民
主
党
三
九
、
無
党
籍
四
九
一
う
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
系
政
治
団

体
一
二
）
を
与
え
る
寛
大
さ
は
「
西
に
向
け
て
」
誇
示
さ
れ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
と
し
て
の
自
信
の
現
わ
れ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
押
し
寄
せ
る
「
自
由
化
の
波
」
を
乗
り
切
り
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
維
持
す
る
た
め
の
安
全
弁
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
政
権
P
②
ω
の
代
表
例
と
し
て
あ
げ
た
メ
キ
シ
コ
で
は
、
周
辺
を
無
力
な
第
二
次
的
政
党
に
取
り
囲
ま
れ
て
、
〈
立
憲
革
命
党
℃
p
。
『
二
α
o

閑
Φ
〈
o
ξ
9
0
口
錠
…
o
冒
ω
蜂
⊆
o
一
〇
臼
田
〒
勺
包
〉
が
強
力
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
し
て
い
る
。
立
憲
革
命
党
の
起
源
は
一
九
二
九
年
に
結
成
さ

れ
た
く
国
民
革
命
党
℃
導
け
崔
0
2
鋤
9
0
ロ
巴
男
①
〈
o
一
自
9
0
昌
母
ざ
一
男
Z
図
〉
で
あ
る
。
党
は
一
九
三
八
年
に
〈
メ
キ
シ
コ
革
命
党
℃
9
。
着
雪
住
。

ら
〇
一
9
垣
Φ
ぎ
一
重
一
室
竃
①
邑
8
5
㌣
男
園
蜜
〉
と
改
称
し
、
軍
、
労
働
者
、
農
民
、
一
般
市
民
を
構
成
単
位
と
し
て
巨
大
政
治
勢
力
を
組
織

化
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
（
一
九
四
六
年
）
に
、
党
名
を
再
改
称
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
立
憲
革
命
党
は
三
つ
の
巨

大
圧
力
団
体
．
つ
ま
り
、
労
働
者
、
農
民
、
市
民
（
官
僚
、
教
員
、
実
業
家
）
、
を
そ
の
体
制
内
に
組
み
込
み
、
そ
こ
か
ら
公
職
候
補
者
を
選

出
し
て
・
へ
ζ
〒
を
行
使
し
て
い
麓
そ
の
容
赦
な
き
ヘ
ゲ
モ
〒
の
貫
徹
度
は
・
次
の
諸
事
実
で
明
ら
か
に
な
ろ
う
・
任
期
六
年

の
大
統
領
（
再
選
禁
止
）
は
常
に
立
憲
革
命
党
か
ら
出
て
い
る
。
全
二
九
州
の
知
事
は
す
べ
て
立
憲
革
命
党
員
で
あ
る
。
任
期
六
年
、
定

数
六
四
の
上
院
議
員
の
う
ち
六
三
名
が
立
憲
革
命
党
に
所
属
し
て
い
る
（
一
九
七
六
年
選
挙
）
。
任
期
三
年
、
定
数
二
一
二
〇
の
下
院
で
は
、

そ
の
う
ち
一
九
四
名
が
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
が
（
残
余
議
席
に
つ
い
て
は
部
分
的
な
比
例
代
表
制
で
各
党
に
分
配
さ
れ
る
）
、
立
憲

革
命
党
は
、
一
九
七
〇
年
に
は
そ
の
一
九
四
議
席
の
う
ち
一
七
八
、
七
三
年
に
は
一
八
九
、
そ
し
て
七
六
年
に
は
全
一
九
四
議
席
を
制
し

（
刀
）

た
。　

巨
大
な
合
金
型
政
党
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
立
憲
革
命
党
は
そ
の
圧
倒
的
な
支
配
力
を
維
持
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
す

る
ρ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
に
と
っ
て
は
、
選
挙
に
勝
つ
こ
と
、
し
か
も
大
差
で
勝
つ
こ
と
が
至
上
命
令
で
あ
る
。
立
憲
革
命
党
が
、
そ
の
他
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の
政
党
を
、
取
る
に
足
ら
な
い
小
党
、
第
二
次
的
な
政
党
、
衛
星
政
党
の
地
位
に
封
じ
込
め
て
い
る
手
段
は
ご
く
簡
単
で
あ
る
。
先
ず
、

小
党
の
上
限
議
席
数
を
定
め
た
選
挙
制
度
を
指
摘
で
き
る
。
小
党
に
は
得
票
率
に
応
じ
て
議
席
が
配
分
さ
れ
る
が
、
一
九
六
三
年
に
制
度

が
導
入
さ
れ
た
時
、
そ
の
上
限
は
二
〇
議
席
（
一
九
七
三
年
に
は
こ
五
議
席
に
引
上
げ
ら
れ
た
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
の
下
で
は
、
野

党
は
、
確
実
に
、
無
力
な
小
党
に
凍
結
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
立
憲
革
命
党
の
圧
勝
が
疑
わ
し
く
な
る
と
、
不
正
投
票
が
行
な
わ
れ

た
り
、
投
票
箱
が
取
り
替
え
ら
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
意
見
を
異
に
す
る
グ
ル
ー
プ
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

き
な
け
れ
ぽ
、
逆
に
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
鎮
圧
し
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
立
憲
革
命
党
政
権
は
、
実
効
力
の
乏
し
い
無
力
な
小
党
と
し
て
次
の
四
党
の
存
在
を
認
可
し
て
い
る
。
先
ず
〈
国
民
行
動
党
℃
野
景
伽
。

＞
8
一
曾
Z
鋤
。
一
〇
§
〒
℃
》
Z
＞
。
こ
の
党
は
一
九
三
九
年
に
結
成
さ
れ
た
時
以
来
、
都
市
中
産
階
級
を
主
た
る
支
持
基
盤
に
し
て
、
野
党
第

一
党
の
地
位
を
享
受
し
て
い
る
。
親
宗
教
、
親
実
業
の
色
彩
が
強
い
保
守
政
党
で
あ
り
、
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
政
府
介
入
の
制
度
を
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

し
て
い
る
。
．
野
党
に
与
え
ら
れ
る
上
限
議
席
数
を
常
に
獲
得
し
て
い
る
野
党
第
一
党
で
あ
り
な
が
ら
、
一
九
七
六
年
大
統
領
選
挙
で
は
候

補
者
擁
立
す
ら
差
し
控
え
た
。
〈
人
民
社
会
党
勺
9
。
H
江
α
o
℃
8
南
山
ω
o
o
芭
一
ω
＄
－
勺
頃
ω
〉
。
こ
の
党
は
親
ソ
連
の
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
で

あ
り
、
、
知
識
人
、
・
学
生
、
労
働
者
の
一
部
か
ら
支
持
を
引
き
出
し
て
い
る
が
、
党
勢
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
〈
真
正
メ
キ
シ
コ
革
命
党

℃
母
江
α
o
》
ロ
幕
昌
江
o
o
◎
Φ
冨
国
①
〈
o
ξ
9
含
竃
Φ
臨
8
昌
㌣
弓
〉
日
戸
〉
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
指
向
の
中
道
右
派
政
党
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

登
録
さ
れ
た
野
党
は
〈
独
立
農
民
中
央
党
O
窪
茸
p
。
一
〇
鋤
§
℃
Φ
ω
言
ρ
冒
O
Φ
O
Φ
ロ
凸
Φ
ロ
8
－
0
9
＞
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
六
三
年
に
結
成
さ

れ
た
地
方
戦
線
グ
ル
ー
。
フ
で
あ
り
、
六
〇
年
代
中
期
に
内
紛
を
経
験
し
、
左
翼
分
子
を
排
除
し
た
。
議
席
獲
得
経
験
の
な
い
破
片
政
党
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
非
公
式
の
左
翼
政
党
と
し
て
、
〈
メ
キ
シ
コ
共
産
党
勺
碧
山
α
o
O
o
ヨ
三
拝
艮
ω
冨
】
≦
o
×
凶
＄
ぎ
一
℃
O
竃
〉
、
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〈
国
民
解
放
運
動
ζ
o
〈
一
日
凶
魯
8
号
い
ま
①
鑓
9
曾
宏
帥
9
0
富
7
冨
ぴ
Z
＞
が
あ
る
。
前
者
は
、
政
府
に
よ
っ
て
存
在
は
容
認
さ
れ
て
い
る

が
、
公
式
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
政
党
で
、
親
ソ
連
。
後
者
は
、
元
大
統
領
カ
ル
デ
ナ
ス
鼠
N
碧
o
O
鋒
位
①
呂
ω
が
結
成
し
た
親
キ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

バ
の
極
左
政
党
で
あ
る
。
登
録
さ
れ
ざ
る
右
の
政
党
と
し
て
は
、
〈
市
民
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ソ
革
命
戦
線
蜀
お
コ
8
園
①
〈
o
冨
9
0
昌
曽
一
〇
傷
Φ

》
h
冒
ヨ
鋤
9
曾
Q
〈
一
》
、
〈
シ
ナ
ル
キ
ス
タ
全
国
連
盟
d
巳
曾
Z
①
9
0
山
房
ω
ぎ
錠
ρ
巳
ω
＄
〉
が
あ
る
。

　
立
憲
革
命
党
政
権
は
、
権
限
の
大
き
さ
と
い
う
点
で
は
、
比
較
的
重
要
で
な
い
議
会
お
よ
び
そ
の
選
挙
に
対
し
て
は
、
寛
大
な
態
度
で

臨
み
、
複
数
政
党
制
を
認
め
な
が
ら
、
不
満
の
吸
収
を
は
か
り
、
そ
の
一
方
で
、
行
政
部
に
つ
い
て
は
独
占
体
制
を
緩
和
す
る
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

く
、
そ
の
絶
大
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
近
代
化
指
向
の
民
族
主
義
改
革
政
党
」
と
し
て
の
一
つ
の
解
決
策
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

政党政治と政権バターソ

　
B
　
単
独
・
過
半
数
政
権

　
こ
の
パ
タ
！
ソ
は
、
議
会
内
議
席
の
過
半
数
を
制
し
て
い
る
単
一
政
党
を
基
礎
に
構
成
さ
れ
る
政
権
で
あ
る
。
単
独
・
独
占
型
政
権
と

は
違
っ
て
、
法
律
上
も
事
実
上
も
、
政
党
間
競
合
の
原
理
が
認
め
ら
れ
た
上
で
、
な
お
か
つ
単
一
の
政
党
が
議
会
内
議
席
の
過
半
数
を
制

し
、
そ
の
単
一
政
党
を
基
盤
に
し
て
政
権
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
政
権
に
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
両
者
を

区
別
す
る
の
は
「
政
権
交
代
の
可
能
性
」
で
あ
る
。

　
P
③
《
政
権
交
代
型
・
単
独
過
半
数
政
権
》
　
こ
れ
は
、
二
党
制
の
下
で
発
生
す
る
確
率
が
高
い
政
権
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
二
党
制
と

は
、
周
知
の
通
り
、
「
常
に
、
せ
い
ぜ
い
二
つ
の
政
党
だ
け
が
権
力
を
獲
得
す
る
真
の
機
会
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
方
が
必
要
な

過
半
数
議
席
を
勝
ち
取
り
、
第
三
党
か
ら
の
支
持
な
し
に
政
権
を
担
当
で
き
、
か
つ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
二
つ
の
政
党
が
交
代
で
政
権
を

65



　
　
　
（
記
）

担
当
す
る
」
政
党
制
で
あ
る
。
二
党
制
シ
ス
テ
ム
は
、
時
と
し
て
政
党
政
治
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
か
、
最
頻
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
ご
く
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
（
二
党
制
の
詳
細
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
発
生
要
因
、
評
価
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
）
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
政
権
は
、
〈
政
権
交
代
の
可
能
性
〉
に
常
に
直
面
し
て
い
る
た
め
に
、
換
言
す
れ
ば
、
「
政
権
担
当
政
党
　
対
　
次
期

政
権
担
当
政
党
」
と
い
う
競
合
枠
組
み
に
そ
の
行
動
が
規
制
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
無
責
任
な
過
剰
公
約
や
「
数
の
論
理
」
を
背
景
に
し

た
力
の
政
治
を
慎
重
に
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
禁
欲
の
精
神
が
二
つ
の
政
党
を
中
間
に
向
け
て
相
互
接
近
さ
せ
る
。
ま
た
、
選
挙
に

勝
つ
た
め
の
基
準
が
絶
対
多
数
、
つ
ま
り
「
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
プ
ラ
ス
一
議
席
」
で
あ
る
た
め
、
二
つ
の
政
党
と
も
世
論
の
あ
ら
ゆ
る

騎
り
を
も
表
現
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
が
更
に
両
者
の
相
互
接
近
を
促
進
す
る
。
だ
が
、
「
政
権
喪
失
の
恐
怖
」
と
「
政
権
奪
還
の
希

望
」
が
織
り
成
す
相
互
接
近
の
政
治
は
、
そ
の
一
方
で
、
有
権
者
か
ら
真
の
選
択
肢
を
奪
い
（
オ
ピ
ニ
オ
ン
市
場
の
複
占
）
、
不
満
の
自

然
な
流
出
を
阻
止
す
る
危
険
も
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
権
パ
タ
ー
ン
の
典
型
例
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
見
ら
れ
る
（
表
2
参
照
）
。
少
な
く
と
も
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
イ
ギ
リ
ス
は
《
政
権
交
代
型
・
単
独
過
半
数
政
権
》
の
輩
出
母
胎
で
あ
り
、
た
っ
た
一
度
の
例
外
を
除
い
て
、
政
権
党
が
議
会
内
議
席

の
過
半
数
を
制
し
た
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
党
制
国
家
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
「
ホ
イ
ッ
グ
優
位
時
代

以
後
こ
の
国
が
経
験
し
た
最
長
の
単
独
政
権
時
代
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
三
〇
余
年
間
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
を
見
落
す
べ
き
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
単
独
過
半
数
政
党
に
依
拠
す
る
内
閣
が
政
権
を
担
当
し
た
の
は
、
一
般
的
印
象
と
は
違
っ
て
、
二
〇
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詔
）

紀
の
半
分
以
下
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
D
・
バ
ト
ラ
ー
∪
9
〈
濾
し
d
‘
二
曾
は
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
国
民
を
安
定
し
た
二
党
制
政
治
と
い
う
鋳
型
に
適
合
さ
せ
て
き
た
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政党政治と政権パターン

表2　戦後イギリスの政権

首相名 党派 政権担当期間
与党議席数
@（占有率）

野党合計議席数

@（占有率）

アトリー 労働党 1945，7。26～195L1026
（393（61．4％）315（50．4％） 247〔38．6％）

R10（49．6％）

（45年選挙〉

i50年選挙）

チャミチル 保守党 1951．10．26～1955．4，5 321＊（51，4％） 304（48．6％） （51年選挙）

イーデン 保守党 1955．4．6～1957。1。9 345串（54．8％） 285（45．2％） （55年選挙）

マクミラン 保守党 1957。1．10～1963．ユ0．13 365＊（57．9％） 265（42．1％） （59年選挙）

ヒューム 保守党 1963，10．18～1964．10．16

ウィルソン 労働党 1964．10．16～1970．6．19
（317（50．3％）364（57．8％） 313（49．7％）

Q66（42，2％）

（64年選挙）

i66年選挙）

ピ　一　ス 保守党 1970．6．19～1974．3．4 330（52．4％） 300〔47．6％） （70年選挙）

ウィルソン 労働党 1974．3．4～1976．4．8 301（47．4％）i319（50，2％） 334（52．6％）

R16（49．8％）

（74年2月選挙）

i74年10月選挙）

キャラバン 労働党 1976．4．8～1979．5．5

サッチャー 保守党 ユ979．5．5～ 339〔53．4％） 296（46．6％） （79年5月選挙）

＊NL＆C（Naロonal　Liheral　and　Conservative）全国自由党・保守党統一候補を含む。

（出典）飯坂良明，岡沢憲芙，福岡政行『連合政治への潮流』，80～81ページ。

〈
国
民
の
同
質
性
〉
、
〈
有
権
者
の
規
律
〉
は
い
ま
や
崩
壊
過
程
に
あ
る
。

そ
し
て
、
相
対
多
数
の
票
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
政
党
に
絶
対
多
数

の
議
席
を
与
え
る
現
行
の
選
挙
制
度
も
、
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
、
挑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）

戦
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
二
つ

の
巨
大
政
党
が
現
に
交
代
で
享
受
し
て
い
る
〈
権
力
の
独
占
〉
を
脅
か

す
新
し
い
脅
威
の
源
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ

ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
地
方
政
党
の
伸
張
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
表
明
さ

れ
て
い
る
有
権
者
の
〈
爆
発
力
を
秘
め
た
移
り
気
〉
と
く
独
立
心
〉
の

　
　
　
　
　
（
あ
）

成
長
、
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
を
「
二
党
に
よ
る
政
治

権
力
の
複
占
状
況
に
踏
み
と
ど
ま
ら
せ
て
い
る
の
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

連
合
政
権
を
愛
さ
な
い
」
と
い
う
デ
ィ
ズ
レ
リ
ー
の
言
葉
に
代
表
さ
れ

る
政
治
家
釦
、
歴
史
学
者
の
根
強
い
二
党
制
指
向
（
選
挙
や
有
権
者
の
投

票
行
動
を
強
調
す
る
政
治
学
者
は
必
ら
ず
し
も
こ
う
し
た
態
度
を
と
ら

　
（
訂
）

な
い
）
、
と
小
選
挙
区
制
度
で
あ
る
。
少
数
意
見
を
封
殺
し
、
絶
対
多

数
政
党
を
人
工
的
に
鋳
造
し
て
し
ま
う
小
選
挙
区
制
度
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
表
3
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
自
由
党
は
一
八
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
の
得
票
率
を
獲
得
し
な
が
ら
僅
か
＝
二
議
席
（
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
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表3　イギリスの選挙（1974年10月選挙）

辛色丸トそ尋男護尋く

　　　　（％）

28．6

26．1，

13．3

4．8

7218「

1　得票率
議席数 議　　席

阯L率
一一一 c席当
閨@票数

一
一．
ｫ．．．

@　　　〔％） 〔％）

労　　　働 党 39．2 319 50．2 35，916

保　　　　守 党 35．8 277 ，　43．7 37，779

自　　　　由 党 18．3 13： 2．0 411，289

スコットランド民族党 2．9 11 76，329

ウェールズ民族党 0．6 31
　
　
0
．
5
1 55，440

その他（北アイルラン ド） 2．4 12 1．9　i 58，508

その他（G．プリティ ン） 0．8 一 F一 i　一
計 100．0 635 100．O　　　　I 45，967

典）　G．Alderman，βrε2ε5ゐ亙’ec百。π53　Mヨ2んα鷲4　Reα〃’ン，　p．32．

　　　　H．M，　Drucker，〃ロZ’f－Pαγ2シBr池fπ，　p．13．

し
か
与
え
ら
れ
ず
、
一
方
、
労
働
党
は
僅
か
三
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
率
で
実
に
一
二
一

九
議
席
（
五
〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
労
働
党
の
場
合
は
、
一
議
席
獲

得
す
る
の
に
約
三
王
五
〇
〇
〇
票
で
よ
い
が
、
自
由
党
の
場
合
に
は
、
そ
の
一
一
倍
強
の
四

一
万
票
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
自
由
党
ぱ
第
二
党
で
あ
・
る
保
守
党
の
二
分
の
一
舟
の
得
票

率
を
獲
得
し
な
が
ら
、
二
、
．
）
分
の
一
望
の
議
席
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
．
．
な
お
、
こ
の
選

挙
で
、
政
権
党
の
絶
対
支
持
率
（
全
有
権
者
に
占
め
る
支
持
者
の
割
合
）
は
僅
か
二
八
・
六

．
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
第
一
．
党
は
「
棄
権
者
（
二
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
」
、
保
守
党
は
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

党
（
二
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
．
、
上
位
二
党
の
勝
利
を
過
剰
に
誇
張
し
、
第
三
党

以
下
を
不
当
に
切
り
捨
て
て
し
ま
う
小
選
挙
区
制
の
「
民
意
歪
曲
」
力
に
つ
い
て
は
こ
れ
で

十
分
理
解
さ
れ
よ
う
。

「
イ
ギ
リ
ス
は
も
は
や
単
純
な
二
党
制
政
治
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
。
古
い
考
え
方
は
捨
て
去

　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
、
『
イ
ギ
リ
ス
多
党
制
ミ
ミ
職
－
、
ミ
電
切
ミ
ミ
§
』
に
つ

い
て
分
析
を
進
め
る
H
・
M
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
O
「
二
〇
犀
。
「
の
試
み
は
、
D
・
バ
ト
ラ
ー
の
『
イ

ギ
リ
ス
連
合
政
治
へ
の
潮
流
O
。
ミ
ミ
。
誠
ミ
切
、
ミ
罫
ぎ
、
ミ
ら
竺
と
共
に
、
イ
ギ
リ
ス

政
治
の
上
期
を
象
徴
・
予
告
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
も
、
内
実
は
と
も
か
く
、
表
．
面
的
（
党
ラ
ベ
ル
的
）
に
は
、
《
政
権
交
代
型
・

単
独
過
半
数
政
権
》
を
弛
出
す
る
。
だ
が
、
権
力
の
仕
組
み
（
大
統
領
制
）
、
市
民
の
政
党

．
6
8



政党政治と政権パターン

観
、
有
権
者
の
投
票
行
動
の
様
式
、
政
党
の
規
律
、
に
決
定
的
な
相
違
が
あ
る
た
め
、
二
党
制
シ
ス
テ
ム
と
は
い
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
と

は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
（
時
と
し
て
、
二
党
制
と
い
う
カ
テ
．
コ
リ
…
に
分
類
す
る
こ
と
す
ら
た
め
ら
わ
れ
る
程
で
あ

る
）
。
政
権
の
形
成
・
運
営
過
程
で
政
党
が
演
じ
て
い
る
役
割
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
大
統
領
を
中
心
と
し
て
展
開
♪
．
」

れ
る
恒
常
的
な
《
パ
ー
ソ
ナ
ル
連
合
政
権
》
の
政
党
政
治
シ
ス
テ
ム
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
（
し
か
し
、
党
ラ
ベ
ル
を
重

視
す
れ
ぽ
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
と
議
会
の
支
配
権
が
同
一
の
政
党
に
あ
る
時
に
は
《
単
独
・
過
半
数
政
権
》
に
近
く
な
る
し
、
ホ
ワ
イ

ト
・
ハ
ウ
ス
の
住
人
が
、
他
党
の
手
に
議
会
支
配
権
が
収
ま
っ
て
い
る
議
会
に
直
．
面
し
て
い
る
時
に
は
、
《
単
独
・
少
数
党
政
権
》
に
接

近
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
議
院
内
閣
制
を
基
礎
に
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
無
理
に
あ
て
は
め
る
必
要
は
な
い
と
も
思
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
重
要
な
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
政
治
の
内
実
は
、
大
統
領
中
心
の
《
パ
ー
ソ
ナ
ル
連
合
政
権
》
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ベ
ル
と
し
て
の
政
党
が
持
つ
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
あ
え
て
党
ラ
ベ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ル
を
重
視
し
て
分
類
・
論
述
す
る
こ
と
に
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
二
党
制
政
治
の
決
定
的
な
相
違
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

と
思
う
）
。
D
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
大
統
領
を
《
連
合
リ
ー
ダ
ー
∩
o
p
。
＝
二
〇
コ
ピ
①
巴
①
「
》
と
呼
ん
で
い
る
。

　
確
か
に
、
政
権
は
政
党
線
に
沿
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
政
党
が
統
治
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
り
ー
ダ
ー
や
行
政
ス
タ
ッ
フ
を

補
充
す
る
こ
と
と
、
こ
う
し
た
公
職
保
壮
者
に
党
の
位
置
・
立
場
を
支
持
す
る
よ
う
動
機
づ
け
る
こ
と
と
は
全
く
別
問
題
で
あ
る
．
．
ア
メ

リ
カ
の
二
大
政
党
は
、
政
府
に
対
す
る
党
の
支
配
権
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
．
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
政
党
は
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

く
ま
で
も
議
会
内
の
基
礎
的
な
組
織
単
位
な
の
で
あ
・
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
政
党
は
大
統
領
に
ω
政
党
の
シ
ン
ボ
ル
、
㈹
選
挙
リ
ー
ダ
ー
、
㈹
組
織
リ
ー
ダ
ー
、
㈹
政
策
リ
「
ダ
ー
の
役
割
を
．
与
え
て
い
る
。
だ
が

大
統
領
が
一
度
そ
の
政
府
を
組
織
し
終
わ
る
と
、
政
党
は
満
場
一
致
の
服
従
な
ど
与
え
よ
う
と
は
し
な
い
、
．
大
統
領
と
全
く
異
な
る
選
挙
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表4　アメリカ議会における挙党一致投票（数と比率）

記録票決総数 挙党一致投票数 比率（％）

　
　
院
院

　
院
　
両

77

ｺ
上
下

19

　
　
院
院

　
院
　
両

76

ｺ
上
下

19

1341

635

706

1349

688

661

567

269

298

493

256

237

9
白
り
白
り
白

4
4
4
7
7
戸
0

3
り
0
0
0　

　
院
院

　
院
　
両

75

ｺ
上
下

19

1214

602

612

584

288

296

0
0
8
8

4
4
4

1974

上下両院

　上　　院

　下　　院

　
　
院
院

　
院
　
両

73

ｺ
上
下

19

1081

544

537

1135

594

541

399

241

158

463

237

226

ワ
9
」
僚
Q
り

り
0
4
り
白

ー
ム
0
り
自

4
4
4

1972

上下両院

　上　　院

　下　　院

院
院
院

　
両

71

ｺ
上
下

19

861

532

329

743

423

320

293

194

89

297

176

121

0
0
だ
0
7
8

3
0
」
り
臼

0
り
自
8

4
4
0
り＊投票した民主党議貝の過半数が投票した共和党議貝の過半数に反対した票決の数

（出典）R．K．　Scott，　RJ．　Hrebener，　P研漉s∫πCr韻s，　p．14．
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政党政治と政権パターン

　　　　表5　アメリカ議会における大統領支持スコア（党派別）

　1973　　1974。Nixon　1974・Ford　　1975　　　　1976　　　　1977

民主党共和党民主党共和党民主党共和党民主党共和党民主党共和党民主党共和党

　上

　下

反対

　上

　下

院446639573955476839627052
院476446654151386332636342
院4120503i　4727412244232138
院372242274535513123272850

（出典）　R．K．　Scott，　R．J．　Hrebener，　Pαr置’eε加C7f5∫s，　p．15．

区
を
背
景
に
し
て
い
る
た
め
、
ま
た
、
伝
統
的
に
党
規
律
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
議
員
は
簡

単
に
《
党
首
へ
の
反
乱
》
行
為
に
走
る
。
党
指
導
部
へ
の
反
乱
行
為
の
容
易
さ
は
、
例
え
ば
、

議
会
内
票
決
に
際
し
て
の
《
挙
党
一
致
投
票
》
率
の
異
常
な
ま
で
の
低
さ
で
証
明
さ
れ
よ
う
。

イ
ギ
リ
ス
や
日
本
の
よ
う
に
、
党
議
拘
束
力
が
強
い
国
で
は
到
底
想
像
で
き
ぬ
低
さ
で
あ
る

（
表
4
参
照
）
。
ア
メ
リ
カ
の
政
党
政
治
を
、
「
《
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
》
の
ほ
と
ん
ど
な
い
二
つ

の
保
守
政
党
間
の
相
互
作
用
」
と
い
う
基
本
図
式
で
捉
え
れ
ば
、
そ
れ
で
納
得
で
き
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、
責
任
あ
る
公
党
の
生
命
線
が
公
約
の
実
現
に
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
こ
の
よ
う

な
議
員
の
無
秩
序
な
議
会
活
動
は
、
責
任
政
治
の
障
壁
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
ど

ち
ら
の
政
党
も
《
凝
集
力
》
を
欠
如
し
て
い
る
」
と
い
う
事
実
が
政
党
政
治
の
死
滅
を
救
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
R
・
ス
コ
ッ
ト
園
旨
げ
国
’
ω
o
o
菖
と
R
・
フ
レ
ベ
ナ
ー
国
。
§
冨
い
間
お
げ
⑦
－

口
碧
が
『
危
機
に
立
つ
政
党
、
ミ
妹
昔
偽
ミ
O
識
亀
晶
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
《
ア

ウ
ト
》
、
つ
ま
り
政
権
外
政
党
が
実
効
力
の
あ
る
真
正
野
党
を
構
成
し
た
こ
と
は
め
つ
た
に
な

　
　
（
4
2
）

か
っ
た
」
の
で
あ
る
（
表
5
参
照
）
。
換
言
す
れ
ば
、
大
統
領
に
は
、
説
得
力
を
駆
使
し
て
、

案
件
別
議
会
内
連
合
を
政
党
線
を
超
え
て
形
成
す
る
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
決
定
的
相
違
を
指
摘
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
単
独
過
半
数
政

権
は
、
強
力
な
党
議
拘
束
力
を
基
礎
に
し
て
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
、
議
会
（
内
与
党
）
か
ら
の
支

持
を
期
待
で
き
る
。
一
方
、
党
議
拘
束
力
の
欠
如
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
統
領
の
所
属
政
党
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表6　戦後アメリカの政権（ホワイト・ハウスと議会の関係）

政　権　党
（ホワイト・ハウス） 大統領各

議会支
配　党

1945－46

1947－48

1949－50

1951－52

1953－54

1955－56

1957－58

1959－60

1961－62

1963－64

1965－66

1967－68

1969－70

1971－72

1973－74

1975－76

1977－78

民主党

民主党

民主党

民主党

共和党

共和党

共和党

共和党

民主党

民主党

民主党

民主党

共和党

共和党

共和党

共和党

民主党

Franklin　Roosevelt，

Harry　Truman
Truman
Truman
Truman

Dwight　Eisenhower
Eisenhower
Eisenhower
Eisenhower

John　Kennedy

Kennedy，　Lyndon　Jo｝1nson

Johnson

Johnson

Ric｝1ard　Nixon

N量xon

Nixon，　Gerald　Ford

Ford

Jimmy　Carter

民主党

共和党

民主党

民主党

共和党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

民主党

（出典）　R．K．　Scott，　R．J．　Hrebener，　Pαr～ごes～πC打5’s，　p．13．

（
名
目
的
に
は
議
会
内
与
党
）
が
議
会
内
議
席
の
過
半
数
を
制

し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
自
動
的
支
持
を
あ
て
に

で
き
な
い
の
で
あ
る
（
表
5
で
も
判
る
よ
う
に
、
議
員
が
党
ラ

ベ
ル
を
基
礎
に
議
会
内
票
決
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
傾
向

は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
、
極
端
に

低
い
）
。
政
権
運
営
の
多
く
は
、
政
党
で
は
な
く
、
大
統
領
の

個
人
的
政
治
手
腕
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
制
度
上
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス

の
支
配
権
と
議
会
の
支
配
権
（
支
配
基
準
は
過
半
数
議
席
）
を

別
の
政
党
が
掌
握
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
実
際
、
そ
う
し
た
事

態
が
何
度
も
起
こ
っ
て
い
る
（
表
6
参
照
）
。
そ
こ
に
は
、
政

治
的
行
き
詰
り
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
確
か
に
、
．
こ
う
し
た
事
態

に
直
面
し
た
大
統
領
は
、
自
党
か
ら
の
支
持
す
ら
獲
得
し
難
い

　
　
　
　
（
4
3
）

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
固
定
的
任
期
（
一
期
四
年
）
と
い
う
強

力
な
武
器
に
守
ら
れ
て
、
不
信
任
案
の
恐
怖
に
怯
え
る
必
要
は

な
い
（
逆
に
、
議
会
解
散
・
総
選
挙
と
い
う
伝
家
の
宝
刀
は
な

い
）
。
政
党
線
を
超
え
た
案
件
回
議
会
内
連
合
を
形
成
し
、
政
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　　　　　　　表7　《保守連合》の出現数と成功率 1970－1976

議　会 出現数 成功率

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

22

30

27

23

24

28

24

26

66（％）

83

69

61

59

50

58

68

’出典ゐ　R．K．　ScotしR．J．　Hrebener，　Pαr’どe5ごπCrfs’3、　p．258．

権
を
運
営
で
き
る
余
地
は
、
時
間
的
に
も
、
議
会
や
政
党
の
体
質
か
ら
言
っ
て
も
、
大
き
く
残

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
で
は
、
南
部
民
主
党
と
共
和
党
保
守
派
が
形
成
す
る

《
保
守
連
合
o
o
コ
ω
o
H
く
9
置
く
0
8
9
＝
二
〇
5
》
が
高
い
成
功
率
を
収
め
て
い
る
（
表
7
参
照
）
。
い

ず
れ
に
せ
よ
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
議
会
内
《
連
合
形
放
力
》
が
大
統
領
の
政
治
的
運
命
を
決
定
す
る

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
．
吉
え
よ
う
。

　
P
④
《
叩
上
支
配
型
・
単
独
過
半
数
政
権
》

　
政
党
間
競
合
の
基
本
原
理
が
認
め
ら
れ
、
実
際
に
、
複
数
の
政
党
が
〈
政
権
〉
を
〔
指
し
て

〈
票
狩
り
〉
競
．
争
を
展
開
し
て
い
る
が
、
一
つ
の
政
党
が
長
期
に
わ
た
っ
て
圧
倒
的
な
力
を
持

っ
て
い
る
時
、
そ
う
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
を
一
党
優
位
政
党
制
と
呼
ぶ
。
そ
れ
が
、
こ
の
政
権

パ
タ
ー
ン
の
苗
床
で
あ
る
。
単
独
過
半
数
を
背
景
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
P
③
に
似
て

い
る
が
、
政
権
交
代
の
現
実
的
可
能
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
両
者
は
全
く
別
の
性

格
を
持
（
、
て
い
る
。
ま
た
、
政
権
党
の
圧
倒
的
優
位
と
い
う
点
で
は
、
P
②
《
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政

党
制
下
の
単
独
・
独
占
型
政
権
》
に
似
て
い
る
が
、
政
権
党
以
外
の
政
党
、
つ
ま
り
《
ア
ウ
ト
》

に
対
す
る
態
度
で
両
者
は
根
本
的
に
違
っ
て
い
る
．
政
権
党
以
外
の
政
党
は
存
在
す
る
こ
と
を

認
可
さ
れ
、
政
権
党
の
軌
道
を
忠
実
に
浮
遊
す
る
だ
け
の
衛
星
政
党
で
は
な
い
。
合
法
的
か
つ

．
正
当
な
挑
戦
者
と
し
て
、
政
権
党
と
競
合
で
き
る
真
に
独
立
し
た
政
治
単
位
で
あ
る
。
た
だ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

の
非
力
さ
の
故
に
、
万
年
野
党
の
地
位
に
沈
潜
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
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表8　戦後日本の政権

内閣首班 政権担当期間 単独・連合 与党の議席数その他
政権パ

^ーン

幣　　　原 45．10．9《46．5．22 （超然内閣）

吉田（第一次） 46．522～47．5．24 連　合 自由（141）＋進歩（93） P⑦

片　　　山 47，5．24～48，3．10 連　合 社会（143）＋民主（121）十国民協同（29＞ ．P⑧

芦　　　田 48．3．10～48．10．15 連　合 社会（123＞＋民主（106）＋国民協同（32） P⑧

吉田悌二次） 48．10ユ5～49，2．16 単　独 民自（152）…相対多数 P⑤

吉田（第三次） 49．2．16～52．10．30 連　合 民自（264）＋民主党連立派（両院で41） P⑧

吉田（第四次） 52．10．30的53。5．21 ・単　独 自由（240）…絶対多数 P③

吉田（第五次） 53．5．21～54．12．10 〃 自由（199）・・湘対多数 P⑤

鳩山（第一次） 54．12．10～55．3．19 〃 民主（122）…第2党 P⑥

鳩山悌二次） 55し3．19～55．1122 〃 民主（185）…相対多数 P⑤

鳩由（第三次） 55．11，22～56．12．23 〃 自民（298）…絶対多数 P④

石　　　橋 56．1223～57，2．25 π 自民（298） P④

岸（第一次） 57，2．25～58．6．12 〃 自民（298） P④

岸（第二次） 58。6．12～60，7．19 〃 自民（298） P④

生噛第一次） 60．7．19～60．12．8 〃 自民（298） P④
・

池田（第二次） 60，12．8～63．12，9 〃 自民（300） P④

池田（第三次） 63．12．9～64．11．9 〃 自民（294） P④

摺餌第一次） 64．11．9～67．2．7 〃 自民（294） P④

佐藤（第二次） 67．2．7～70．1．14 〃 自民（280） P④

佐藤（第三次） 70．1，14～72．7．7 〃 自民（300） P④

田中悌一次） 72．7．7～72．12．22 〃 自民（297） P④

田中悌二次） 72．12．22～74．12．・9 〃 自民（284） P④

三　　　木 74．12，9～76．12，24 〃 自民（271） P④

福　　　田 76．12，24～78，12，7 〃 自民（260） P④

大　　　平 78．12．7～79．11．6 〃 自民（254） P④

大平（第二次） 79．11，6～80．7，17 π 白民（253） P④

鈴　　　木 80．7、17～ 〃 自民（284） P④
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具
体
例
と
し
て
は
、
一
九
五
五
年
以
後
の
日
本
（
表
8
参
照
）
、
一
九
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
と
六
五
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
ト
ル

コ
（
七
三
年
四
月
、
上
下
両
院
合
同
会
議
で
コ
ル
チ
ュ
ル
ク
国
導
ユ
国
。
毎
暮
鱒
上
院
議
員
を
新
大
統
領
に
選
出
し
、
軍
事
政
権
だ
け
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

な
ん
と
か
回
避
し
た
）
、
お
よ
び
、
独
立
以
後
一
九
七
七
年
ま
で
の
イ
ン
ド
（
三
月
選
挙
で
、
〈
国
民
会
議
派
ぎ
島
曽
Z
鋤
口
。
ロ
巴
O
o
づ
α
q
・

お
ω
ω
V
が
政
権
の
座
を
下
り
、
入
民
党
が
政
権
を
握
っ
た
）
が
あ
る
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
政
権
は
、
選
挙
に
も
、
議
会
に
も
《
政
党
内
政
治
》
の
論
理
で
臨
む
。
先
ず
、
選
挙
過
程
で
は
、
法
的
に
は
政
党
間

競
合
が
保
証
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
政
治
的
競
合
の
結
果
が
ほ
ぼ
正
確
に
予
想
で
き
る
た
め
（
単
独
で
過
半
数
を
達
成
で
き
る
だ
け
の
候
補

者
を
擁
立
す
る
の
は
政
権
党
だ
け
）
、
半
競
合
・
擬
似
競
合
の
性
格
が
強
く
な
る
。
一
方
で
、
無
反
省
の
優
越
感
、
他
方
で
、
無
力
感
、
挫

折
感
が
選
挙
過
程
を
支
配
し
、
選
挙
は
政
策
を
め
ぐ
る
合
理
的
選
択
の
場
と
い
う
よ
り
は
、
「
勝
つ
こ
と
が
判
っ
て
い
る
政
党
」
と
「
敗

戦
必
至
の
政
党
」
が
繰
り
広
げ
る
単
な
る
陣
取
り
ゲ
ー
ム
に
転
じ
て
し
ま
う
。
大
き
な
政
治
的
意
味
を
持
つ
の
は
、
む
し
ろ
、
党
内
発
言

力
の
強
化
・
拡
大
を
目
指
し
て
激
し
く
競
い
合
う
派
閥
間
競
合
で
あ
る
。
党
内
主
導
権
争
い
が
そ
の
ま
ま
政
権
の
帰
趨
を
決
め
る
か
ら
で

あ
る
。
各
派
閥
は
党
の
正
式
機
関
と
は
別
に
、
独
自
の
選
挙
対
策
本
部
を
設
け
、
選
挙
戦
を
遂
行
す
る
。

　
法
案
の
運
命
は
、
党
議
拘
束
力
が
よ
ほ
ど
低
下
し
な
い
限
り
、
そ
れ
が
議
会
に
上
程
さ
れ
る
段
階
で
既
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
立

法
過
程
は
形
骸
化
し
、
慎
重
な
創
造
的
審
議
の
場
と
い
う
よ
り
は
、
シ
ナ
リ
オ
を
忠
実
に
消
化
し
て
い
く
セ
レ
モ
ニ
ー
の
場
に
な
り
が
ち

で
あ
る
。
万
年
与
党
た
る
政
権
党
は
、
徹
底
抗
戦
主
義
を
繰
り
返
す
だ
け
の
策
t
か
持
た
ぬ
無
力
な
野
党
を
連
帯
保
証
人
に
し
て
、
《
数

の
論
理
》
で
議
会
政
治
の
精
神
を
抑
圧
す
る
。
議
会
は
政
府
提
出
法
案
を
自
動
的
に
承
認
す
る
法
案
工
場
、
法
案
登
録
所
と
な
り
、
野
党

が
修
正
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
専
ら
、
政
権
党
の
寛
容
と
慈
悲
に
期
待
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
政
権
交
代
の
欠
如
は
、
政
権
党
に
動
脈
硬
化
を
き
た
し
、
モ
ラ
ル
感
覚
を
衰
退
さ
せ
、
鋭
敏
な
公
正
・
正
義
感
覚
を
マ
ヒ
さ
せ
る
。
長
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期
政
権
化
に
よ
っ
て
《
政
党
内
政
治
》
と
《
政
党
間
政
治
》
の
境
界
が
不
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
次
第
に
醸
成
さ
れ
る
《
天
下
党
》

意
識
が
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。
内
実
は
見
え
ざ
る
領
域
で
決
定
し
、
見
え
る
政
治
に
は
そ
の
追
認
だ
け
を
求
め
る
と
い
う
行
動
様
式

が
定
着
す
る
。
そ
の
結
果
、
政
治
腐
敗
が
恒
常
的
に
発
生
し
、
構
造
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
部
分
（
政
党
）
と
全
体
（
政
治
シ
ス
テ

ム
）
の
境
界
認
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
己
浄
化
能
力
に
は
も
は
や
期
待
で
き
な
く
な
る
。
全
体
か
ら
引
き
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
部
分
を
作
動
さ
せ
る
燃
料
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
選
択
肢
は
二
つ
し
か
な
い
。
政
党
存
立
の

分
岐
点
（
政
権
喪
失
）
に
向
け
て
、
惰
性
で
、
政
党
内
政
治
の
論
理
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
か
、
政
権
延
命
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
力
で
制

度
化
さ
せ
る
か
（
最
適
解
は
小
選
挙
区
制
の
強
行
）
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
一
方
、
野
党
は
政
権
党
の
党
勢
に
威
圧
さ
れ
、
政
権
に
肉
迫
す
る
覇
気
を
次
第
に
高
な
っ
て
い
く
。
万
年
野
党
と
い
う
快
適
な
地
位
に

慣
れ
る
に
つ
れ
、
政
権
代
案
の
構
築
に
投
入
す
べ
き
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
野
党
陣
営
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
と
党
内
抗
争
に
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
政
党
間
政
治
の
領
域
で
は
単
な
る
異
議
表
明
だ
け
）
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
る
と
、
《
包
摂
の
論
理
》
は
《
排

除
の
論
理
》
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
政
権
は
ま
す
ま
す
遠
く
な
る
。
そ
し
て
、
組
織
に
は
惰
性
が
侵
入
し
、
い
ず
れ
硬
直
化
・
官
僚
主
義

化
す
る
。
同
陣
営
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
は
、
よ
し
ん
ぽ
必
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
野
党
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で
も
第
二
次
的
な
代
償

行
為
に
過
ぎ
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
不
幸
に
し
て
、
こ
の
種
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
政
権
打
倒
の
有
効
な
武
器
が
「
政
権
党
の
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
」
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
平
常
時
の
野
党
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
野
党
陣
営
内
政
治
休
戦
の
調
整
や
政
権
代
案
の
構
築
よ
り
も
「
正
当

争
い
」
に
注
が
れ
る
傾
向
が
強
い
。

76

C
《
単
独
・
少
数
党
政
権
》



政党政治と政権パターン

　
こ
れ
は
議
会
内
議
席
の
過
部
数
を
制
し
て
い
な
い
単
一
の
政
党
を
与
党
と
す
る
政
権
で
あ
る
．
．
定
義
上
、
多
党
制
の
下
で
発
生
す
る
可

能
性
が
大
き
い
が
、
二
党
制
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
選
挙
制
度
が
期
待
さ
れ
た
結
果
を
生
ま
な
い
時
に
は
、
ま
た
、
政
局
を
取
り
囲
む
環

境
が
要
求
す
る
時
に
は
、
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
近
年
の
議
会
政
治
の
一
般
的
な
ル
ー
ル
か
ら
す
れ
ぽ
、
「
選
挙
管
理
内
閣
」
の
場
合
を

除
い
て
、
あ
く
ま
で
も
、
変
則
的
・
例
外
的
な
政
権
と
い
え
よ
う
。
当
該
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
価
値
や
議
会
政
治
運
営
の
ル
ー
ル
に
関
す

る
広
範
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
《
内
閣
危
機
8
げ
ぎ
2
6
「
凶
ω
一
ω
》
の
可
能
性
を
常
に
孕
ん
だ
政
権
で
あ
る
こ
と

が
多
．
い
．
．
通
常
は
、
政
権
形
成
に
先
立
っ
て
政
策
協
定
を
結
ん
だ
り
、
暗
黙
の
支
持
を
取
り
付
け
た
り
し
て
他
党
か
ら
の
閣
外
協
力
を
仰

ぐ
こ
と
に
な
る
。
政
権
党
は
、
そ
の
運
命
を
、
文
字
通
り
、
他
党
に
委
ね
て
い
る
の
で
、
《
政
党
間
政
治
》
の
論
理
で
《
見
え
る
政
治
》
を

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
《
数
の
論
理
》
を
婆
礎
に
し
た
《
力
の
政
治
》
が
政
党
政
治
で
あ
る
と
考
え
る
政
党
（
政
治
家
）
に
は
到
底

受
け
容
れ
難
い
ほ
ど
の
禁
欲
の
精
神
が
要
求
さ
れ
る
。
政
策
中
心
の
競
合
的
協
同
が
与
野
党
間
で
展
開
さ
れ
な
く
な
る
と
、
そ
の
時
点

で
、
政
権
は
行
き
詰
り
、
崩
壊
過
程
に
入
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
政
権
担
当
政
党
の
党
勢
順
位
（
政
権
党
の
規
模
）
を
基
準
に
し
て
二

つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。

　
P
⑤
《
相
対
多
数
政
党
（
第
一
党
）
に
よ
る
単
独
・
少
数
党
政
権
》
　
過
半
数
議
席
を
獲
得
す
る
政
党
が
な
い
時
、
「
憲
政
の
常
道
」
論

は
第
一
党
、
つ
ま
り
相
対
多
数
議
席
を
持
つ
政
党
に
政
権
担
当
の
機
会
を
与
え
る
。
第
一
党
の
持
つ
選
択
肢
は
三
つ
で
あ
る
。
ω
政
権
担

当
拒
否
・
辞
退
、
㎝
連
合
政
権
、
㈹
単
独
少
数
党
政
権
。
第
二
党
以
下
の
政
党
群
、
つ
ま
り
想
定
さ
れ
る
野
党
陣
営
（
絶
対
多
数
を
制
し

て
い
る
）
が
結
束
し
て
第
一
党
の
政
権
担
当
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
ど
の
党
か
ら
も
全
面
的
な
閣
外
協
力
は
い
う
ま
で
も
な
く

部
分
的
な
（
個
別
政
策
学
）
閣
外
協
力
も
期
待
で
き
な
い
時
、
選
択
肢
ω
の
事
態
が
発
生
す
る
．
、
こ
う
し
た
事
態
が
発
生
す
れ
ぽ
政
権
問

題
は
第
二
党
以
ド
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
で
は
、
選
択
肢
ω
が
最
も
実
際
的
で
あ
り
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
だ
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表9　戦後スウェーデンの政権

首相名
　
党
　
　
派
1 政権担当期間 与党議席数（占有率）

ハ　／　ソ　ン 社民党 45．7．31～46．10．11 115（50％）＋＜15＞串 44年選挙

エルランデル 杜民党 46．10．11～5L10．1 112（48。7）＋＜8＞＊ 48年選挙

エルランデル
社民党＋農民党

ﾏ・中央党）
51．10．1～57．10．31 112＋30＝142（6L7） 〃

110＋26＝136（59．1） 52年選挙

106＋19＝125（54．1） 56年選挙

　　一rLGルフンァル 1社民党 57．10．3ト69．10．14 106（45．8）＋〈6＞宰 〃

旨
… 111（48，1）＋〈5＞＊ 58年選挙

1
旨

114（49．1）＋〈5＞＊ 60年選挙

｛ 113（48，5）＋〈就 64年選挙

1
125（53．6） 68年選挙

パ　　ル　　メ ．祉民党 69．10．14～76．10．8 125（53．6） 〃

163（46．6）＋＜17＞＊ 70年選挙

156（44．6）＋〈19ナ 73年選挙

　　一」■tェルアイーン

［中央党＋国民党＋穏健統一党

76．10，8～78．10。13 86＋39＋55＝180（51．6） 76年選挙

ウルスチン 国民党 78．10．13～79．10．9 39（11．2） 〃

　　一9tェルブィーン
中央党＋国民党

{穏健統一党
79．10．9～ 64＋38＋73＝175（50．1） 79年選挙

注　＊は自動的同盟軍＝左党共産党の議席数

が
、
過
去
の
経
緯
や
連
合
加
入
に
伴
な
う
コ
ス
ト
㌔
プ

ロ
フ
ィ
ッ
ト
計
算
（
後
述
の
予
定
）
か
ら
、
適
切
な
連

合
パ
ー
ト
ナ
ー
を
発
見
で
き
ぬ
時
に
は
、
選
択
肢
圃
し

か
局
面
打
開
策
は
な
い
。
こ
れ
は
以
上
の
こ
と
に
加
え

て
、
第
二
党
以
下
の
政
党
群
の
政
党
間
距
離
（
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
距
離
）
が
著
し
く
大
き
い
た
め
、
結
束
し
た
野

党
陣
営
に
よ
る
倒
閣
運
動
が
発
生
し
そ
う
に
な
い
時
、

想
定
さ
れ
る
野
党
陣
営
の
い
ず
れ
か
一
党
か
ら
の
全
面

的
な
閣
外
協
力
が
期
待
で
き
る
時
、
個
別
政
策
ご
と
に

い
ず
れ
か
の
野
党
か
ら
の
支
持
が
期
待
で
き
る
時
（
つ

ま
り
政
策
案
件
ご
と
に
野
党
陣
営
か
ら
一
本
釣
り
で
き

そ
う
な
時
）
、
に
選
択
さ
れ
る
方
策
で
あ
る
。

　
単
独
・
相
対
多
数
政
権
の
経
験
が
最
も
豊
富
な
国
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
ろ
う
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て

は
、
一
九
三
二
年
か
ら
七
六
年
ま
で
の
四
四
年
間
、
ご

く
短
か
い
期
間
（
三
六
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三
カ

月
間
）
を
除
い
て
、
〈
社
会
民
主
労
働
党
（
以
下
社
民
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党
）
ω
〈
Φ
「
茜
霧
ω
0
9
巴
α
。
日
。
閃
導
け
δ
屏
曽
》
『
冨
富
お
8
「
江
〉
が
政
権
を
担
当
し
た
。
そ
の
間
、
連
合
政
権
は
た
っ
た
二
回
し
か
な
く
、

そ
の
他
は
す
べ
て
単
独
政
権
で
あ
っ
た
（
表
9
参
照
）
。
し
か
も
、
そ
の
単
独
政
権
期
間
中
、
社
民
党
が
下
院
選
挙
（
七
〇
年
か
ら
は
一

院
制
）
で
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
の
は
た
っ
た
一
度
き
り
で
あ
っ
た
（
六
八
年
選
挙
、
二
三
三
議
席
中
＝
一
五
議
席
、
議
席
占
有
率
五

三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
そ
の
意
味
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
単
独
相
対
多
数
政
権
こ
そ
ノ
ー
マ
ル
な
現
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
単
独
・
相
対
多
数
内
閣
が
そ
れ
な
り
に
成
功
し
、
伝
統
と
し
て
政
治
生
活
に
定
着
し
て
い
る
理
由
は
三
つ
あ
る
。
ま

ず
第
一
は
、
社
民
党
に
は
自
動
的
同
盟
軍
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
左
党
共
産
党
は
そ
の
政
党
位
置
の
ゆ
え
に
、
社
民
党
の
議
会

内
行
動
を
基
本
的
に
支
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
〈
左
i
右
〉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
両
極
か
ら
二
つ
目
の
政
党
が
相
対
多
数
を
制

し
た
場
合
、
中
間
側
の
隣
接
政
党
を
引
き
込
ん
で
絶
対
多
数
連
合
政
権
を
樹
立
す
る
か
、
外
側
の
隣
接
政
党
と
連
合
を
組
む
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
社
民
党
は
多
く
の
場
合
、
そ
の
双
方
を
拒
絶
し
て
き
た
。
〈
左
一
右
〉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
端
に
あ
る
政
党
（
こ
の
場
合
は
く
左
党

共
産
党
く
曽
ω
8
6
母
二
9
閤
。
ヨ
ヨ
犀
三
ω
8
ヨ
㌣
〈
℃
閑
〉
が
こ
れ
に
あ
た
る
）
は
そ
れ
が
掲
げ
る
党
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
性
格
か
ら
い
っ
て
、

社
民
党
を
飛
び
越
え
、
非
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
ブ
ル
・
シ
ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
）
と
議
会
行

動
を
と
も
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
と
読
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
左
党
共
産
党
に
と
っ
て
は
、
複
数
の
政
策
選
択
肢
に
直
面
し
た
時
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
択
肢
よ
り
も
社
民
党

案
を
優
先
さ
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
前
者
を
選
べ
ば
、
路
線
大
転
換
、
支
持
者
へ
の
裏
切
り
行
為
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
社
民
党

の
政
治
的
判
断
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
外
側
の
政
党
（
左
党
共
産
党
）
と
組
ん
で
社
共
連
合
政
権
を
樹
立
す
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
三
党
の

結
束
を
強
化
し
、
議
会
運
営
は
硬
直
撃
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
と
連
合
す
れ
ば
左
か
ら
の
攻
撃
に
あ
い
、
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
化
（
右
旋
回
）
を
批
判
さ
れ
よ
う
。
社
民
党
の
選
ん
だ
道
は
、
そ
の
意
味
で
、
安
全
か
つ
最
も
コ
ス
ト
の
低
い
打
開
策
で
あ
る
。
実
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際
の
と
こ
ろ
、
左
党
共
産
党
に
と
っ
て
は
、
社
民
党
か
ら
の
連
合
交
渉
が
一
切
な
く
と
も
、
ま
た
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
閣
外
協
力
の
要
請
が

な
く
と
も
、
議
会
内
で
は
社
民
党
を
支
持
す
る
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
《
自
動
的
同
盟
軍
》
と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
左
党
共
産
党
に
は
、
理
論
的
に
は
、
い
ま
一
つ
行
動
選
択
肢
が
あ
る
。
社
共
連
合
政
権
を
申
し
出
て
こ
な
い
社
民
党
に
対
し
て
、
野
党

宣
言
を
発
し
、
左
寄
り
姿
勢
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
左
党
共
産
党
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
こ

こ
に
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
共
産
主
義
陣
営
は
分
裂
し
て
お
り
、
左
党
共
産
党
の
左
側
に
、
議
席
獲
得
に
は
失
敗
し
て
い
る
も
の
の
議

会
選
挙
に
候
補
者
を
立
て
る
極
左
政
党
が
二
つ
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
【
つ
は
く
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
共
産
党
ω
〈
Φ
二
σ
q
①
ω
内
。
ヨ
ヨ
ニ
巳
ω
一
一
ω
吋
帥

℃
費
け
†
ω
囚
℃
〉
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
く
共
産
主
義
者
同
盟
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
派
革
命
路
線
〆
。
ヨ
ヨ
⊆
巳
ω
二
。
。
冨
蜀
曾
げ
仁
琶
卑

竃
母
凶
ω
〒
ピ
①
巳
巳
ω
8
5
帥
（
お
く
。
冨
江
。
鼠
お
ヨ
①
Y
極
心
蜜
ピ
（
「
）
〉
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
極
左
政
党
が
存
在
す
る
限
り
、
左
党
共
産
党

は
左
へ
の
路
線
変
更
が
難
し
い
。
か
く
し
て
、
左
党
共
産
党
を
自
動
的
同
盟
軍
に
し
た
社
民
党
単
独
・
相
対
多
数
政
権
が
長
い
寿
命
を
保

持
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
理
由
は
、
社
民
党
が
三
二
年
以
来
、
大
胆
な
政
治
的
実
験
を
し
、
政
策
を
先
取
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
充
実
し
た
社
会
福
祉
と

非
同
盟
中
立
主
義
の
堅
持
、
積
極
的
な
開
発
途
上
国
援
助
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
経
営
参
加
、
公
文

書
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
立
法
の
導
入
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
制
度
、
政
党
へ
の
公
庫
補
助
制
度
、
郵
便
投
票
制
、
選
挙

権
・
被
選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
（
双
方
共
に
一
八
歳
）
、
在
住
外
国
人
へ
の
選
挙
権
付
与
、
サ
ン
・
ラ
グ
単
比
例
代
表
制
に
よ
る
公
平
度

の
高
い
選
挙
制
度
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
、
生
涯
教
育
制
度
の
拡
充
な
ど
、
社
民
党
は
《
発
見
の
政
治
》
、
《
実
験
の
政
治
》
を
大
胆
に
推

し
進
め
て
き
た
。
結
果
の
平
等
と
自
由
に
対
す
る
鋭
敏
な
感
覚
・
慎
重
な
態
度
に
支
え
ら
れ
た
実
験
精
神
が
、
社
民
党
政
治
の
特
質
で
あ

る
・
と
い
え
よ
う
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
社
民
党
は
相
対
多
数
政
党
で
あ
り
な
が
ら
案
件
ご
と
に
他
党
か
ら
の
支
持
を
獲
得
し
て
、
《
妥
協
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（
4
7
）

の
政
治
》
を
実
践
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
定
着
を
指
摘
で
き
よ
う
。
公
平
度
の
高
い
選
挙
制
度
、
組
織
率
の
高
い
政
党
、
活
発
な

市
民
運
動
な
ど
イ
ン
プ
ッ
ト
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
整
備
さ
れ
、
「
手
続
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
嘆
o
o
o
α
§
一
〇
〇
霧
。
昌
ω
震
ω
」
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
政
治
の
運
営
に
あ
た
っ
て
も
、
法
案
に
関
連
す
る
利
益
団
体
の
意
見
を
あ
ら
か
じ
め
吸
収
す
る
事
前
協
議
制
や
頻
繁
な
党
首

会
談
な
ど
「
実
質
上
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
誓
げ
ω
雷
旨
見
惑
8
ロ
ω
①
ロ
ω
二
ω
」
を
生
み
出
す
た
め
の
装
置
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
《
数
の
論
理
》
や

《
力
の
論
理
》
を
振
り
か
ざ
し
遠
心
的
競
合
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
政
党
は
、
政
界
の
孤
児
化
す
る
危
険
を
犯
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
も
の
が
哲
人
王
で
は
な
い
凡
夫
が
行
う
営
為
で
あ
る
限
り
、
慎
重

図10　スウェーデンの選挙（1973年選挙）

　　　　’　　　　’　　　　’
　　　’
　　　’　　　’
　　’　　，’
⑤’ @S

　　　／、、

　　’　　　　　、

　　　　へ　　’　　　　　　　、
　　ノ　　　　　　　　、
　ノ　　　　　　　　　、
　’　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　、　　　　　　隔　　　　　　、

②Cp　4　3
VPK 0 Fp　MS

得票率 議席数 議席占有率

①
⑤
社民党S
ｶ党共産党VPK

43．6

T．3

156

P9
44．6

T．4

（社会主義ブロックニ麹 48．9 175 50．0

②
③
④

中央党Cp
ｸ健統一党Ms
走ｯ党Fp

25．1

P4．3

X．4

90
T1

R4

25．7　1

P4．6

X．7

げルジョワヴロック三党） 48．8 175 50．0

（出典）飯坂・岡沢・福岡『連合政治への潮流』p．90．

な
審
議
と
妥
協
・
協
調
の
精
神
が
な
け
れ
ば
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
育
た
な
い

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
議
会
内
諸
士
は
「
手
続
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
」
、
「
実
質
上
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
求
心
的

競
合
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
党
政
治
が
《
力
の
論
理
》
、
《
数
の
論
理
》
だ
け
で

支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
例
証
す
る
恰
好
の
事
態
が

一
九
七
三
年
選
挙
で
発
生
し
た
（
図
1
0
参
照
）
。
こ
の
選
挙
で
も
社
民
党

は
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
絶
対
多
数
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
注
目
す
べ

き
は
社
会
主
義
ブ
p
ッ
ク
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
勢
力
比
が
一
七

五
対
一
七
五
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
政
党
政
治
を
《
数
の
論
理
》
で
み
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表11イギリスの選挙（1974年2月選挙）

得票率 議席数 議席占有率
一議席当

阨[数
労　　　働　　　党

ﾛ　　　守　　　党

ｩ　　　由　　　党
Xコットランド民族党

Eェールズ民族党
ｻ　　　の　　　他

37．2（％）［

R7．9

P9．3

Q．0

O．6　・

R．0

301

Q97

P4

@7
@2
P4

47．4（％）

S6．8

Q．2

P．1

O．3

Q．2

38，689

R9，973

S32，822

X0，454

W5，687

計 100．0 635 100．0． 49，354

る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
人
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
数
字
か
ら
い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
思

い
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
。
ω
相
対
多
数
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
社
民
党
が
即
座
に
解
散
．
総

選
挙
を
行
う
。
㈹
社
民
党
が
い
ず
れ
か
一
つ
の
政
党
と
連
合
政
権
を
樹
立
し
、
絶
対
多
数
を
制

す
る
。
㈹
社
民
党
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
閣
外
協
力
を
い
ず
れ
か
一
党
に
申
し
入
れ
、
政
策
協
定
を

結
ぶ
。
だ
が
実
際
に
は
、
ど
の
選
択
肢
も
選
ば
ず
、
社
民
党
は
単
独
・
相
対
多
数
政
権
の
継
続

に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
年
後
の
通
常
選
挙
ま
で
、
さ
し
た
る
政
治
的
行
き
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

ま
り
も
経
験
せ
ず
政
権
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
権
パ
タ
ー
ン
は
、
定
義
上
は
、
多
党
制
下
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
二
党
制
国
家
で

も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
典
型
的
な
二
党
制
国
家
と
称
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス

も
、
ご
く
最
近
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
政
権
を
経
験
し
て
い
る
。
一
九
七
四
年
三
月
四
日
に
発
足
し

た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
内
閣
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
二
月
選
挙
は
、
二
九
年

以
来
は
じ
め
て
こ
の
国
の
選
挙
制
度
が
明
白
な
過
半
数
政
党
を
生
む
の
に
失
敗
し
た
選
挙
で
あ

・
つ
た
（
表
1
1
参
照
）
。

　
こ
の
選
挙
は
、
あ
る
意
味
で
普
通
選
挙
権
の
導
入
以
来
最
も
あ
い
ま
い
で
、
ど
っ
ち
つ
か
ず

　
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ピ
ー
ス
保
守
党
政
権
は
、
過
半
数
議
席
を
心
な
い
第
二
党
に
な
っ

た
の
で
、
敗
北
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
が
、
得
票
率
で
は
依
然
と
し
て
第
一
党
で
あ

　
つ
た
。
こ
の
中
途
半
端
な
敗
北
を
前
に
し
て
ピ
ー
ス
国
O
≦
費
島
閏
。
象
げ
首
相
は
、
「
ど
の
党
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政党政治と政権パターン

も
自
動
的
に
政
権
を
担
当
で
き
る
地
位
に
な
い
以
上
、
過
半
数
を
制
す
る
政
府
を
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
見
届
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

の
は
首
相
の
責
任
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
を
も
ち
出
し
て
延
命
工
作
を
は
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
失
敗
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
第
二

に
、
労
働
党
に
し
て
も
勝
利
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
が
、
得
票
率
で
は
わ
ず
か
三
七
・
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
で
第
二
位
で
し
が
な
か
っ

た
し
、
し
か
も
、
前
回
選
挙
よ
り
も
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
も
下
降
し
た
。
小
選
挙
区
制
が
与
え
て
く
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
の
お
か
げ
で
第
一
党

の
地
位
こ
そ
確
保
で
き
た
も
の
の
過
半
数
を
一
七
議
席
も
割
り
込
み
、
第
一
党
の
規
模
と
し
て
は
戦
後
の
最
小
記
録
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
中
途
半
端
な
勝
利
を
前
に
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
出
曽
。
崔
≦
一
陣
。
⇒
労
働
党
党
首
は
、
保
守
党
に
よ
る
〈
ア
ル
ス
タ
ー
統
一
党
〉
、
〈
自

由
党
〉
と
の
連
合
文
渉
を
静
か
に
見
守
り
、
次
の
よ
う
に
「
憲
政
の
常
道
」
論
を
展
開
し
た
。
「
保
守
党
政
権
は
努
力
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
議
席
の
拡
大
に
失
敗
し
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
彼
ら
に
は
、
（
わ
が
国
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
の
）
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

資
格
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
党
と
し
て
は
、
政
権
担
当
の
用
意
が
で
き
て
い
る
」
。
第
三
に
、
こ
の
選
挙
は
、
第
一
党
に

過
半
数
議
席
を
与
え
な
か
っ
た
ぽ
か
り
か
、
第
三
党
を
中
心
に
し
た
連
合
構
想
を
も
困
難
に
す
る
結
果
を
生
ん
だ
。
自
由
党
は
一
四
議
席

し
か
も
っ
て
お
ら
ず
、
労
働
党
（
三
〇
一
議
席
）
と
連
合
し
て
も
、
保
守
党
（
二
九
七
議
席
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
て
も
、
過
半
数
を
制

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
過
半
数
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る
た
め
に
は
三
党
以
上
が
連
合
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
典
型
的
な

二
党
制
国
家
に
典
型
的
な
多
党
制
政
治
の
状
況
が
突
然
発
生
し
た
と
い
え
よ
う
。
中
途
半
端
な
バ
ラ
ン
サ
ー
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
自

由
党
の
ソ
ー
プ
甘
お
毒
気
目
げ
0
6
Φ
党
首
は
連
合
工
作
を
拒
絶
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
単
独
・
少
数
党

（
相
対
多
数
）
政
権
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
日
本
の
政
党
政
治
に
も
単
独
・
相
対
多
数
政
権
の
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
一
九
四
八
年
一
〇
月
一
五
日
に
成
立
し
た
第
二

次
吉
田
内
閣
は
一
五
二
議
席
の
民
自
党
を
与
党
に
す
る
単
独
・
相
対
多
数
政
権
で
あ
っ
た
。
五
三
年
五
月
二
一
日
に
成
立
し
た
第
五
次
吉
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表12スウェーデンの政権（1920年代，30年代）

首　相　名 党　　　派 政権担当期間
与党議席数
i占有率） 与党の順位

政　権パターン

ブランティング 社　　民　　党 21．10．13ヶ23，4．19 75（32．9％） 第1党（相対多数党） P⑤

トリッガー 右党（現穏健統一党） 23．4．19～24．10．18 62（26．6） 第2党 P⑥

プランティング 社　　民　　党 24．10．18～26．6．7 工04（45．2） 第1党 P⑤

エ　クマン 自由党槻国民党） 26．6．7～28．10．2
33〔14．3） 第3党 P⑥

リンドマン 右　　　　　党 28．10．2～30．6．7
73（31．7） 第2党 P⑥

エ　ク　マ　ン 自　　由　　党 30，6．7～32．9．24 32（13．9） 第3党 P⑥

ハ　ン　ソ　ン 社　　民　　党 32，9．24～36．6．19 104（45．2） 第1党 P⑤

プラムストーブ 中央党儂民党） 36．6．19～36．9．28 36（正4．7｝ 第3党 P⑥

（出典）飯坂・岡沢・福岡『連合政治への潮流』pp．92－3．

　　　　　　　　図13．スウェーデンの選挙（1976年選挙）

　　　　　⑤　①S　 ②Cp　④③
VPK 0 Fp　Ms

得票率 議席数 議席
阯L率

政　　　　権

②
③
④

中央党Cp

ｸ健統一党Ms
走ｯ党Fp

24．1

P5．6

P1．0

86

T5

R9

24．6

P5．8

P1．2

②＋③＋④76．10．8

iP⑦）

@↓
C　　78．10．13
iP⑥）

（カレジョワヴロック三党） 50．7 180 51．6

①
⑤
社民党S

ｶ党共産党VPK

42．9

S．7

152

P7

43．5

S．9

（社会主義ブロックニ党） 47．6 169 48．4

（出典）飯坂・岡沢・福岡『連合政治への潮流』p．93．
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政党政治と政権パターン

田
内
閣
も
一
九
九
議
席
の
自
由
党
を
与
党
に
す
る
単
独
・
相
対
多
数
政
権
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
五
五
年
三
月
一
九
日
に
成
立
し
た
第
二

次
鳩
山
内
閣
も
、
一
八
五
議
席
を
得
て
第
一
党
に
な
っ
た
民
主
党
を
与
党
に
す
る
単
独
．
相
対
多
数
政
権
で
あ
っ
た
（
表
8
参
照
）
。

　
P
⑥
《
第
二
党
以
下
の
政
党
に
よ
る
単
独
・
少
数
党
政
権
》

　
こ
れ
は
文
字
通
り
の
純
少
数
党
単
独
政
権
で
あ
り
、
今
日
の
議
会
政
治
の
一
般
的
ル
ー
ル
、
常
識
か
ら
大
幅
に
逸
脱
し
て
い
る
。
戦
後

日
本
に
も
た
っ
た
一
度
だ
け
こ
の
タ
イ
プ
の
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
五
四
年
＝
一
月
一
〇
日
成
立
し
た
第
一
次
鳩
山
内
閣

で
あ
る
。
こ
の
内
閣
は
第
二
党
で
あ
る
民
主
党
（
＝
一
二
議
席
）
を
与
党
と
す
る
純
粋
な
単
独
・
少
数
党
政
権
で
あ
っ
た
が
、
「
三
ヵ
月
以

内
に
総
選
挙
を
行
う
」
と
い
う
約
束
を
担
保
に
し
て
成
立
し
た
選
挙
管
理
内
閣
で
あ
っ
た
（
表
8
参
照
）
。

　
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
伝
統
を
も
つ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
こ
の
種
の
政
権
を
い
く
つ
も
経
験
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
レ

一
九
二
〇
年
代
は
い
わ
ば
「
少
数
党
政
権
の
時
代
」
と
も
い
え
る
状
況
を
呈
し
て
い
た
（
表
1
2
参
照
）
。
現
在
の
〈
国
民
党
周
。
涛
や
費
け
窄

9
1
団
ロ
〉
の
前
身
で
あ
る
自
由
党
の
活
躍
は
と
く
に
著
し
い
。
エ
ク
マ
ン
O
山
臥
〇
霧
欝
h
国
閃
ヨ
睾
と
い
う
卓
抜
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
、
．

わ
ず
か
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
議
席
占
有
率
し
か
も
た
な
い
小
党
を
率
い
て
二
度
も
政
権
を
担
当
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
な
っ
て
第

二
党
や
第
三
党
に
よ
る
単
独
政
権
は
、
社
民
党
の
進
出
に
つ
れ
て
、
一
応
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
純
少
数
政
党
に
よ
る
単
独
政
権
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
舞
台
か
ら
完
全
に
消
え
去
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ご
く
最
近
、
つ
ま

り
七
八
年
一
〇
月
、
極
端
な
少
数
党
単
独
政
権
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
七
八
年
の
議
会
選
挙
（
図
1
3
参
照
）
で
社
民
党
が
四
四
年
ぶ
り

に
敗
北
し
、
〈
中
央
党
O
o
葺
Φ
6
母
ぼ
Φ
雫
O
℃
〉
、
〈
穏
健
統
一
骨
屋
。
α
Φ
鑓
δ
ω
曽
三
生
コ
o
q
ω
O
葺
け
一
〇
マ
竃
ω
〉
、
国
民
党
の
三
党
か
ら
成
る
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
政
権
が
誕
生
し
た
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ー
ン
↓
げ
。
「
三
〇
ヨ
聞
似
＝
仙
ぎ
中
央
党
党
首
を
首
班
と
す
る
こ
の
内
閣
は

一
九
七
八
年
後
半
、
原
子
力
開
発
問
題
で
閣
内
調
整
に
失
敗
し
、
代
わ
っ
て
、
一
〇
月
山
三
日
に
ウ
ル
ス
チ
ン
○
訂
d
＝
ω
8
昌
国
民
党
単
85



独
政
権
が
誕
生
し
た
。
国
民
党
の
議
席
数
は
わ
ず
か
三
九
で
議
席
占
有
率
は
実
に
一
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
く
、
第
四
党
の
地
位
に

甘
ん
じ
て
い
た
。
《
数
の
論
理
》
だ
け
で
議
会
政
治
を
み
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
国
民
に
は
、
こ
の
規
模
の
弱
小
政
党
が
単
独
政
権
を
担

当
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
四
七
歳
で
首
相
の
座
に
つ
い
た
ウ
ル
ス
チ
ン
は
一
九
二
〇
年
代
の
エ

ク
マ
ン
に
劣
ら
ぬ
政
党
戦
略
家
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
（
未
完
）
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1
）
国
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。
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①
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窪
。
お
δ
ω
”
し
口
Φ
団
。
巳
9
「
蔓
噌
コ
ロ
ピ
。
乱
ω
ζ
β
。
冨
一
9
。
巳
頴
田
竃
・
ω
p
。
冨
‘

　
　
巴
ω
二
↓
ぎ
、
ミ
ミ
恥
ミ
㌻
、
ミ
。
ミ
穿
、
§
ρ
切
①
＜
臼
ξ
＝
≡
ω
”
ω
薗
o
q
ρ
お
誤
”
O
O
・
卜
⇒
ω
o
。
為
S

（
6
）
　
い
〇
三
ω
竃
9
。
貯
9
9
。
昌
住
℃
p
巳
竃
．
ω
薗
。
脚
9
①
自
ω
二
ま
置
・

（
7
）
空
。
冨
a
図
。
ω
ρ
8
●
9
樽
こ
b
．
自
刈
・

（
8
）
　
家
島
p
。
a
幻
。
ω
①
」
σ
置
こ
弓
．
幽
⑰
Q
。
。

（
9
）
国
。
冨
乙
国
。
。
。
Φ
コ
三
α
．
噛
鳴
．
ω
譲
・

（
1
0
）
　
空
。
冨
a
菊
。
ω
o
L
σ
乙
こ
O
弓
・
ω
お
ふ
・

（
1
1
）
　
田
島
缶
乙
菊
。
器
し
げ
置
こ
ロ
・
ω
胡
・

（
1
2
）
　
空
島
”
a
男
。
。
。
o
し
σ
乙
こ
O
●
艀
目
9



政党政治と政権パターン

（
1
3
）
聞
量
艮
ω
。
「
窪
ひ
ぎ
ミ
ぎ
、
、
ミ
牒
§
§
』
謹
ミ
§
畠
Q
鴨
§
閣
口
。
ψ
8
『
＝
窪
①
b
d
「
。
≦
戸
お
O
合
盛
乱
・

（
1
4
）
　
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
書
　
三
六
七
頁
。

（
1
5
）
　
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
同
所
。

（
1
6
）
　
政
治
資
源
と
は
「
政
治
的
行
為
者
が
所
有
し
、
望
ま
し
い
政
治
的
結
果
を
達
成
す
る
目
的
で
、
活
用
し
た
り
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る

　
　
価
値
」
で
あ
る
。
G
・
ロ
バ
ー
ツ
　
岡
沢
憲
芙
他
訳
『
現
代
政
治
分
析
辞
典
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
　
一
九
七
六
年
　
二
二
六
頁
。
政
治
資
源
に

　
　
つ
い
て
は
、
政
党
そ
の
も
の
を
論
ず
る
時
に
詳
細
に
論
及
し
た
い
。

（
1
7
）
．
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
書
　
三
六
八
－
七
九
頁
。

（
1
8
）
　
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
書
　
三
七
四
頁
。

（
1
9
）
　
G
・
サ
ル
ト
！
リ
　
前
掲
書
　
三
七
五
i
六
頁
。

（
2
0
）
實
円
N
三
一
・
≦
㌶
5
目
冨
閏
①
。
q
①
ヨ
。
艮
。
守
二
団
。
。
楓
ω
8
ヨ
冒
℃
⊆
2
。
a
℃
当
国
葵
≧
暴
言
㊤
巳
ω
件
Φ
ヨ
閑
。
葵
9
。
P
a
ω
ニ
ミ
金
工
、
ミ
3

　
　
Z
①
≦
団
自
吋
”
目
ず
①
岡
話
。
勺
㎏
Φ
。
。
。
・
℃
H
S
9
℃
O
・
Q
Q
旨
山
H
．

（
2
1
）
　
℃
騨
－
国
ユ
閃
b
d
碧
ぎ
b
ミ
き
§
。
。
ぎ
特
ミ
§
駐
§
譜
き
ω
8
。
写
。
一
ヨ
”
≧
ヨ
ρ
＜
一
望
知
≦
貯
ω
o
一
r
お
お
・
こ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
党
政
治
の

　
　
概
説
書
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
制
の
定
義
に
つ
い
て
は
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
書
　
三
八
三
頁
。

（
2
3
）
≧
島
霞
ω
』
9
。
昆
9
巴
こ
ぎ
、
馬
ミ
ミ
欝
ミ
ぽ
幕
。
、
§
き
・
、
織
一
N
ミ
N
噌
Z
睾
団
。
時
“
竃
。
ρ
。
≦
－
多
妻
昌
。
§
噂
・
留
①
・

（
2
4
）
ぎ
・
ミ
§
ミ
神
肉
§
聴
、
§
ミ
貸
亀
§
き
§
醤
肋
愚
ミ
。
賞
Z
霧
ぎ
蒔
こ
。
ぎ
≦
δ
団
卿
ω
8
ω
し
ミ
①
ら
・
卜
。
H
。
。
・

（
2
5
）
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
前
掲
書
三
八
三
頁
。

（
2
6
）
　
メ
キ
シ
コ
に
つ
い
て
は
、
岡
沢
憲
芙
『
政
党
政
治
と
リ
：
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
敬
文
堂
　
一
九
七
五
年
　
二
二
四
一
五
頁
。
P
．
G
．
カ
サ
ノ
バ

　
　
賀
川
・
石
井
・
小
林
訳
『
現
代
メ
キ
シ
コ
の
政
治
』
敬
文
堂
　
一
九
八
○
年
。

（
2
7
）
．
〉
「
窪
霞
ω
’
頃
暮
貯
9
9
こ
。
噂
・
9
仲
二
℃
・
卜
⊃
露
・

（
2
8
）
　
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
書
　
三
八
八
頁
。

（
2
9
）
　
上
限
議
席
数
と
い
う
民
意
封
殺
装
置
が
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
、
得
票
率
に
比
例
し
て
議
席
が
分
配
さ
れ
た
ら
、
も
っ
と
多
く
の
議
席
を
獲
得
で

　
　
き
る
。
一
九
七
〇
年
選
挙
で
は
得
票
率
一
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
議
席
占
有
率
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
三
年
撰
挙
で
は
得
票
率
一
四
．
四
パ
ー
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セ
ン
ト
、
議
席
占
有
率
一
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
．

（
3
0
）
　
き
、
ミ
ミ
亀
轟
穿
遷
ミ
愚
ミ
ミ
ミ
導
恥
き
畿
§
豊
ム
§
ミ
脳
ミ
9
Z
o
毛
吋
。
時
二
魯
昌
≦
凶
冨
団
節
ω
8
ω
”
お
蕊
も
．
ぢ
ト
。
…
〉
二
ぎ
「
ψ
．
ヒ
ロ
p
昌
至
り

　
O
⊆
二
〇
ロ
・
O
津
二
噂
弓
・
N
α
O
ム
．

（
3
1
）
O
麟
蔓
国
・
ω
o
ユ
ω
o
『
開
。
げ
。
ユ
勺
・
Ω
母
ぎ
∪
9
〈
罠
竃
・
ミ
8
3
9
ミ
塾
貸
、
§
吋
ざ
ミ
鴨
．
6
ミ
畠
。
。
欝
ミ
。
・
晒
き
§
、
§
織
屋
掛
ミ
簿
§
、
爲

　
　
ミ
町
ミ
。
。
層
Z
o
毒
嘱
臼
〆
…
｝
o
ゴ
昌
芝
一
δ
曳
卸
ω
o
旨
9
H
ミ
Q
◎
匂
”
や
刈
叩
①
．

（
3
2
）
　
岡
沢
憲
芙
前
掲
書
　
「
九
八
頁
。

（
3
3
）
　
D
．
バ
ト
ラ
！
編
　
飯
坂
良
明
・
岡
沢
憲
芙
・
福
岡
政
行
・
川
野
秀
之
訳
『
イ
ギ
リ
ス
連
合
政
治
へ
の
潮
流
』
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
○

　
　
年
二
＝
二
頁
。

（
3
4
）
　
D
・
バ
ト
ラ
ー
編
　
前
掲
書
　
二
一
七
頁
。

（
3
5
）
　
証
拠
に
つ
い
て
は
、
D
・
バ
ト
ラ
ー
編
　
前
掲
書
　
二
～
八
一
九
頁
。

（
3
6
）
ギ
自
冒
づ
昌
冒
σ
q
g
O
S
ミ
ミ
O
ミ
ミ
越
§
§
計
ω
a
噂
a
二
〇
帥
日
ぼ
乙
σ
q
o
q
昌
ぞ
。
鴎
匹
q
牢
。
ω
。
。
”
目
O
①
O
葡
弓
。
ト
コ
9
’

（
3
7
）
　
＝
・
竃
・
∪
建
魯
。
ひ
a
ニ
ミ
ミ
味
㍗
寄
、
受
切
、
馬
ミ
、
3
H
o
口
侮
。
旨
一
白
蓉
日
竃
薗
7
6
お
”
弓
℃
●
甲
Q
。
曹

（
3
8
）
　
国
・
≦
・
ω
・
9
巴
o
q
”
切
、
ミ
鼻
肉
、
ミ
8
、
ミ
隷
9
。
。
N
。
。
。
。
？
N
℃
鳶
”
ピ
。
民
§
師
ζ
9
。
。
目
竃
9
P
お
刈
0
”
や
・
謹
参
照
。

（
3
9
）
　
届
．
寓
・
O
桟
偉
6
脚
。
さ
。
℃
・
息
榊
二
鳴
・
尉
．

（
4
0
）
図
β
葺
民
・
ω
8
8
国
。
冨
匡
匂
・
＝
δ
σ
0
9
び
㌔
ミ
§
肋
§
O
ミ
鴇
9
Z
①
ξ
嘱
。
円
ぽ
こ
。
げ
昌
≦
皆
団
員
。
自
。
昌
9
H
＄
O
噂
掌
μ
ω
9

（
4
1
）
　
男
窪
爵
民
●
q
D
o
o
紳
計
閑
。
嵩
巴
Ω
旨
●
国
話
ぴ
。
昌
Φ
ひ
貯
箆
こ
鳴
．
竃
・

（
4
2
）
　
図
葺
ケ
閤
．
．
ω
8
詳
℃
閃
。
昌
巴
O
臼
．
国
8
び
。
昌
。
び
皆
置
こ
O
．
旨
・

（
4
3
）
　
開
口
爵
国
●
ω
6
0
簿
輸
閑
。
ロ
巴
畠
ト
＝
器
び
Φ
嵩
。
び
管
筐
。

（
4
4
）
　
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
　
前
掲
書
　
三
二
八
頁
。

（
4
5
）
　
イ
ン
ド
政
党
政
治
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
と
し
て
は
、
岡
沢
憲
芙
．
前
掲
書
　
二
二
二
i
三
頁
。

（
4
6
）
　
G
・
サ
ル
ト
！
リ
　
前
掲
書
　
三
三
五
頁
。

　
　
こ
の
書
で
サ
ル
ト
ー
リ
は
、
原
著
書
を
大
幅
に
書
き
改
め
て
日
本
の
政
党
政
治
に
つ
い
て
洞
察
よ
く
分
析
し
て
い
る
。
是
非
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
4
）
詳
し
く
は
、
岡
沢
憲
芙
「
北
欧
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
『
国
際
間
題
』
一
九
八
号
日
本
国
際
問
題
研
究
所
　
一
九
七
六
年
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ニ
ー
一
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
8
）
　
岡
沢
憲
芙
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
”

　
　
四
年
　
八
九
一
九
八
頁
。

（
4
9
）
D
・
バ
ト
ラ
ー
編
前
掲
書

（
5
0
）
　
D
・
パ
ト
ラ
ー
編
　
前
掲
書

コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
L
　
『
政
治
広
報
』
一
九
七
三
年
冬
季
号
　
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
　
一
九
七

一
九
三
頁
。

一
九
二
頁
。

・
本
稿
は
、
『
連
合
政
治
へ
の
潮
流
』
東
洋
経
済
新
報
社
（
一
九
七
九
年
）
で
私
の
担
当
し
た
章
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
数
多
く
の
御
助
言
、
示
唆
を

受
け
て
、
そ
れ
を
改
訂
す
べ
く
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

政党政治と政権パターン
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